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は
じ
め
に

　

石
戸
谷
家
に
つ
い
て
、
中
村
良
之
進
は
『
青
森
縣
中
津
軽
郡
藤
代
村
郷
土
史）

1
（

』（
以

下
、『
藤
代
村
郷
土
史
』
と
略
記
）
の
「
大
字
萢
中
」
の
章
で
以
下
の
よ
う
に
記
述

し
て
い
る
。「
明
治
四
年
改
正
当
時
は
石
渡
・
鳥

ち
よ
う
ぢ
よ
う

町
・
萢
中
は
聯
合
村
に
し
て
、
現

時
事
業
家
と
し
て
活
動
せ
る
当
村
石
戸
谷
駿
二
郎
氏
の
祖
父
平
助
氏
は
庄
屋
を
勤
め

た
り
。
尤
も
同
家
は
為
信
公
の
発
祥
の
地
と
称
へ
た
る
種
里
村
よ
り
来
れ
る
旧
家
に

し
て
、
当
村
附
近
に
数
町
歩
の
田
地
を
開
墾
せ
り
と
。
今
萢
中
の
民
家
十
三
戸
の
内
、

石
戸
谷
氏
を
名
乗
る
も
の
十
一
戸
、
教
育
家
と
し
て
の
故
石
戸
谷
虎
之
助
氏
、
農
業

老
練
家
石
戸
谷
左
五
郎
、
事
業
家
石
戸
谷
寅
五
郎
氏
の
如
き
、
皆
其
一
族
に
し
て
他

町
村
に
も
分
家
多
し
と
。
昨
年
の
調
査
に
依
れ
ば
戸
数
十
三
、
人
口
一
百
四
十
一
、

田
地
二
十
八
町
八
段
一
畝
八
歩
、
畑
地
五
段
五
畝
十
九
歩
、
宅
地
三
千
十
九
坪
六
合

七
夕
あ
り
（
一
部
句
読
点
・
ル
ビ
を
追
加
し
た
）」。
石
戸
谷
家
は
「
萢
中
」
を
中
心

に
一
族
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
中
に
出
て
く
る
平
助
が
江
戸
時
代

か
ら
続
く
石
戸
谷
家
本
家
の
当
主
で
、
幕
末
期
に
建
築
さ
れ
、
現
存
す
る
旧
石
戸
谷

家
住
宅）

2
（

を
建
て
た
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
萢
中
の
戸
数
は
一
三
戸
し
か
な
い

の
に
宅
地
が
三
○
○
○
坪
を
超
え
て
お
り
、
一
戸
平
均
で
は
二
三
二
坪
で
あ
る
。
国

弘
前
城
下
近
郷
の
豪
農
石
戸
谷
家
に
つ
い
て 

―
附
　
旧
石
戸
谷
家
文
書
目
録
―

福
　
井

　
敏

　
隆
・
小
石
川

　
　
　
透

史
跡
・
堀
越
城
跡
の
隣
接
地
に
復
元
さ
れ
た
旧
石
戸
谷
家
住
宅
（
元
は
弘
前
市
浜
の

町
東
二
丁
目
に
所
在
・
弘
前
市
指
定
文
化
財
）
の
主
屋
は
木
造
で
一
部
二
階
建
て
、

茅
葺
き
、
総
床
面
積
四
三
七
・
六
四
㎡
（
約
一
三
三
坪
）、
桁
行
三
○
・
五
六
ｍ
、

梁
間
一
一
・
四
六
ｍ
の
規
模
を
持
つ
大
規
模
農
家
住
宅
で
あ
る
。
旧
石
戸
谷
家
の
宅

地
は
三
○
○
坪
以
上
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
『
弘
藩
明
治
一
統
誌　

士
族
在
着
録　

全）
3
（

』
に
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
に

弘
前
藩
が
発
令
し
た
「
帰
田
法）

4
（

」
に
基
づ
き
、
翌
四
年
に
弘
前
藩
に
献
田
・
売
田
し

た
豪
農
の
内
、「
御
慰
労
等
納
ノ
事
」
の
「
四
等
之
部
」
に
「
廿
町
歩
余
御
買
上　

萢
中　

石
戸
谷
平
助
」
と
書
か
れ
て
い
る
。『
藤
代
村
郷
土
史
』
に
よ
れ
ば
、
大
正

年
間
の
萢
中
村
の
田
地
は
二
八
町
八
反
余
り
と
あ
る
か
ら
、
藩
に
売
却
し
た
二
○
町

歩
の
田
は
萢
中
村
に
全
て
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
同
書
に
「
石

渡
・
鳥
町
・
萢
中
は
聯
合
村
に
し
て
」
と
あ
る
の
で
、
石
戸
谷
平
助
は
石
渡
・
鳥
町

村
に
も
田
地
を
所
有
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

次
に
石
戸
谷
家
が
保
存
し
て
き
た
古
文
書
類
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、

平
成
一
六
年
（
二
○
○
四
）
に
弘
前
市
が
旧
石
戸
谷
家
住
宅
の
寄
贈
を
受
け
た
際
に
、

一
緒
に
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
旧
石
戸
谷
家
住
宅
の
仏
壇
引
き
出

し
な
ど
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
関
係
者
の
一
部
に
は
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
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が
、
内
容
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
時
間
を
か
け
て
弘
前
市
教
委
文
化
財
課
の

小
石
川
透
が
整
理
し
、
約
三
九
○
件
に
つ
い
て
旧
石
戸
谷
家
文
書
目
録）

5
（

（
以
下
、
目

録
と
略
記
）
を
作
成
し
て
く
れ
た
の
で
、
豪
農
石
戸
谷
家
に
つ
い
て
、
歴
代
当
主
の

事
績
と
共
に
紹
介
し
て
い
く
。
な
お
こ
の
目
録
に
つ
い
て
は
最
後
に
表
と
し
て
掲
載

し
た
の
で
、
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

一
方
、
石
戸
谷
家
の
系
譜
で
あ
る
が
、
大
正
一
三
年（
一
九
二
四
）に
当
主
で
あ
っ

た
駿
二
郎
氏
が
書
い
た
と
推
定
さ
れ
る
記
録
（
文
化
財
課
で
コ
ピ
ー
を
所
蔵
。
こ
れ

を
石
戸
谷
家
の
系
譜
①
と
す
る
）
に
よ
れ
ば
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
系
譜
は
目
録
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
以
下
の
系
譜
の
作
成
は
文
化
財
課

の
小
石
川
透
が
行
っ
た
。

　

当
主
お
よ
び
代
数
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
残
る
が
、
孫
左
衛
門
を
初
代
と
す
る

こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
石
戸
谷
家
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
同
家
の
古
文
書
類
か
ら

だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
部
分
も
多
い
の
で
、「
分
限
帳
」
や
弘
前
藩
庁
日
記
の
う
ち

「
国
日
記
」
の
記
述
を
援
用
し
た
。

一
　
初
代
孫
左
衛
門

　

残
念
な
が
ら
初
代
孫
左
衛
門
の
こ
と
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
目
録

に
残
る
証
文
類
か
ら
推
定
し
た
こ
と
を
書
い
て
い
く
。
目
録
で
一
番
古
い
史
料
は
、

貞
享
の
検
地
帳
の
部
分
的
別
帳
で
あ
る
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
六
月
成
立
の
「
持

高
反
別
帳
」
三
点
（
№
7
―
1
・
2
・
3
）
で
、
う
ち
一
点
が
石
渡
村
百
姓
孫
左
衛

門
の
も
の
で
あ
る
。
以
後
、
孫
左
衛
門
の
関
係
の
史
料
は
見
当
た
ら
ず
、
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
五
月
の
「
永
代
相
渡
田
地
之
事
」（
№
2
―
18
）
と
い
う
証
文
に
、
萢

中
村
庄
屋
孫
左
衛
門
の
名
前
が
見
え
、
庄
屋
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
石

渡
村
百
姓
孫
左
衛
門
と
同
一
人
物
と
は
思
わ
れ
ず
、
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

石
戸
谷
家
の
系
譜
①

石
戸
谷
家
の
系
譜
②

●
孫
左
衛
門

●
太
右
衛
門

●
弥
太
郎

●
儀
兵
衛

●
孫
左
衛
門

●
治マ

　マ郎
（
？
）
〜
不
詳
〜

●
弥
太
郎

●
亀
弥
（
儀マ

　マ平
）

●
弥
三
蔵

●
駿
二
郎

●
平
助

●
孫
衛

●
弥
三
蔵

●
駿マ

マ

●
佑
一

●
平
助
（
婿
）

●
文
弥
文
弥
（
石
渡
へ
分
家
）

（
石
渡
へ
分
家
）

●
豊マ
　
マ

マ
　
マ之助

之
助

●
源
蔵
源
蔵
（
萢
中
へ
分
家
）

（
萢
中
へ
分
家
）

●
春
吉
春
吉

●
孫
衛

石
戸
谷
家
先
祖

祖
父
・
庄
屋
役

孫
・
庄
屋

子

子

子

現 

代

天
明
二
年
庄
屋
・
親

　

こ
の
後
は
、
佑
一
―
宗
一
（
現
当
主
）
と
続
く
。
孫
左
衛
門
を
初
代
と
す
る
と
、

2
代
太
右
衛
門
―
3
代
弥
太
郎
―
4
代
儀
兵
衛
―
5
代
平
助
―
6
代
孫
衛
―
7
代
弥

三
蔵
―
8
代
駿
二
郎
と
な
る
。
し
か
し
、
別
系
譜
も
あ
る
（
文
化
財
課
で
コ
ピ
ー
所

蔵
。
こ
れ
を
石
戸
谷
家
の
系
譜
②
と
す
る
）。
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系
譜
②
で
は
、
孫
左
衛
門
の
あ
と
弥
太
郎
に
続
く
部
分
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
系

譜
①
の
よ
う
に
二
代
太
右
衛
門
が
こ
こ
に
入
る
と
う
ま
く
は
繫
が
る
。

二
　
二
代
石
戸
谷
太
右
衛
門

　

さ
て
二
代
太
右
衛
門
は
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
一
○
月
改
の
「
分
限
元
帳
」

第
十
一
坤）

6
（

に
あ
る
「
藤
代
組
代
官
手
代
」
の
項
に
、「
俵
子
拾
五
俵
」
の
手
当
を
支

給
さ
れ
る
手
代
の
一
人
・
石
戸
谷
太
右
衛
門
と
し
て
名
前
が
あ
る
。「
手
代
」
と
は

代
官
を
助
け
て
、
各
組
の
農
政
の
手
伝
い
を
す
る
役
職
で
あ
り
、
父
孫
左
衛
門
が
萢

中
村
の
庄
屋
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
、
手
代
へ
の
登
用
に
繫
が
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
前
述
の
系
譜
①
に
よ
れ
ば
、「
先
祖
・
孫
左
衛
門
」
の
次
に
当
主
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
。
太
右
衛
門
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
一
二
月
二
五
日
に
は
「
郷
士
」

と
な
っ
た
。
し
か
し
同
一
一
年
（
一
七
九
九
）
三
月
一
一
日
に
は
手
代
が
免
除
と
な

り
、「
郷
士
」
の
み
の
待
遇
と
な
る
。
郷
士
と
は
百
姓
身
分
で
は
あ
る
が
、
士
分
待

遇
を
受
け
る
豪
農
で
あ
り
、
藩
政
に
お
い
て
は
庄
屋
よ
り
は
一
段
格
の
高
い
百
姓
で

あ
る
。
こ
の
時
、
子
の
弥
太
郎
が
父
に
代
わ
り
、
藤
代
組
代
官
手
代
と
し
て
新
規
に

召
し
抱
え
ら
れ
た
。
親
子
で
代
官
手
代
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
弥
太
郎
は
、
こ
の

「
分
限
元
帳
」
に
よ
れ
ば
、
寛
政
七
年
五
月
八
日
に
手
代
見
習
と
な
っ
て
お
り
、
父

の
跡
を
継
ぐ
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。「
国
日
記
」
寛
政
九
年
（
一
七

九
七
）
七
月
七
日
条
に
よ
れ
ば
、「
駄
下
方
取
扱
向
格
別
心
を
入
」
れ
、
三
月
中
に

皆
下
げ
に
精
を
出
し
た
と
い
う
事
で
、
関
係
村
々
の
庄
屋
・
五
人
組
・
百
姓
に
褒
美

が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
太
右
衛
門
は
そ
の
一
人
と
し
て
六
貫
文
（
＝
一
両
二
歩
に
相

当
）
を
貰
っ
て
お
り
、
他
の
者
よ
り
褒
美
の
額
が
格
段
に
多
く
、
扱
い
高
が
多
い
た

め
藩
の
覚
え
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。「
駄
下
方
取
扱
」
と
は
、

年
貢
米
を
駄
馬
に
背
負
わ
せ
て
、
藩
の
御
蔵
や
、
藩
の
廻
米
を
移
出
す
る
湊
で
あ
っ

た
十
三
町
（
現
五
所
川
原
市
十
三
）
若
し
く
は
鰺
ヶ
沢
町
（
現
西
津
軽
郡
鰺
ヶ
沢
町
）

へ
運
ぶ
輸
送
を
担
当
す
る
役
と
思
わ
れ
、
手
代
で
は
な
い
も
の
の
藩
農
政
へ
の
貢
献

が
見
て
取
れ
る
。
旧
石
戸
谷
家
住
宅
に
は
「
ウ
マ
ヤ
」（
馬
屋
）
が
六
頭
分
あ
っ
た

事
は
、
こ
れ
ら
の
農
耕
馬
を
駄
下
げ
に
利
用
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
興

味
深
い
。
し
か
し
、
太
右
衛
門
が
何
時
、
手
代
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
改
の
「
分
限
帳
」
第
十
二）

7
（

に
は
、
宝
暦
年
間
の
（
一
七

五
一
〜
六
四
）
の
藤
代
組
代
官
手
代
の
名
前
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
石
戸
谷
家
の
者

は
い
な
い
。
代
官
手
代
の
説
明
に
は
、
大
庄
屋
と
手
代
の
制
度
は
、
宝
暦
一
一
年

（
一
七
六
一
）
に
一
旦
廃
止
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
お
り
、
太
右
衛
門
の
手
代
就
任

は
こ
れ
以
降
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
。
太
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、「
国
日
記
」
文

化
元
年
（
一
八
○
四
）
九
月
一
五
日
条
で
、
当
年
の
「
駄
下
米
取
扱
」
を
精
力
的
に

務
め
た
と
し
て
褒
賞
を
受
け
た
郷
士
の
中
に
名
前
が
見
え
、
鳥
目
一
貫
文
を
貰
っ
て

い
る
。
ま
た
、
同
年
一
二
月
二
四
日
条
で
は
、
老
年
に
及
ぶ
ま
で
「
数
十
年
駄
下
方

并
郡
所
御
用
米
取
扱
格
別
実
貞
」
に
務
め
た
と
し
て
、
御
賞
の
鳥
目
五
○
○
文
が
下

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
「
数
十
年
」
と
い
う
表
記
で
あ
る
が
、
他
の

同
様
な
記
事
か
ら
類
推
す
る
と
三
○
年
が
目
安
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
太
右
衛

門
は
安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
八
一
）
の
初
め
頃
に
、
復
活
し
た
手
代
に
登
用
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
前
に
は
萢
中
村
の
庄
屋
も
務
め

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
目
録
を
見
る
と
太
右
衛
門
の
名
前
が
確
認
出
来
る
文

書
は
な
い
。
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三
　
三
代
石
戸
谷
弥
太
郎

　

そ
れ
で
は
弥
太
郎
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
弥
太
郎
は
寛
政
一
一
年（
一
七
九
九
）

一
二
月
二
五
日
に
父
の
跡
を
継
ぐ
形
で
、
藤
代
組
代
官
手
代
と
な
っ
た
。「
手
代
」

は
世
襲
で
は
な
い
の
で
、
親
子
で
務
め
る
事
に
な
っ
て
も
、
弥
太
郎
は
あ
く
ま
で
も

新
規
召
し
抱
え
の
扱
い
と
な
る
。
前
述
の
系
譜
①
で
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に

庄
屋
と
な
っ
た
と
あ
る
。
但
し
、
同
年
の
「
永
代
相
渡
申
証
文
之
事
」（
№
3
―
24
）

で
は
、
受
取
人
が
弥
太
郎
、
萢
中
村
の
庄
屋
は
安
右
衛
門
で
あ
り
、
五
人
組
の
一
人

が
孫
左
衛
門
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
庄
屋
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。

文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
八
月
改
の
「
分
限
元
帳
」
第
十
一
坤）

8
（

の
「
藤
代
組
代
官
手

代
」
の
項
で
は
、
弥
太
郎
は
同
四
年
（
一
八
○
七
）
三
月
二
八
日
に
郷
士
と
な
り
、

手
代
は
こ
れ
ま
で
通
り
務
め
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
親
子
で
郷
士
に
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。「
国
日
記
」
の
同
年
同
月
同
日
条
で
も
、
こ
の
事
は
確
認
出
来
る
が
、

弥
太
郎
の
肩
書
き
は
「
高
杉
組
手
代
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
誤
記
と
思
わ
れ
た
。
郷

士
へ
の
任
命
理
由
は
、
こ
の
日
手
代
に
任
命
さ
れ
た
他
の
二
名
と
共
に
、「
開
発
方

并
平
日
農
業
格
別
心
を
入
」
れ
、
精
力
的
に
務
め
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
父
太
右
衛
門
の
任
命
理
由
と
は
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
天
明
の
飢
饉
に

よ
り
荒
廃
し
た
田
畑
の
復
興
に
尽
力
を
し
た
事
を
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
間
に
所
有
の
田
畑
を
増
や
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

弥
太
郎
は
同
一
○
年
（
一
八
一
三
）
一
一
月
八
日
に
は
、
年
頭
御
目
見
を
仰
せ
つ
け

ら
れ
た
の
で
、
翌
一
一
年
正
月
に
は
登
城
し
て
、
九
代
藩
主
津
軽
寧
親
の
御
目
見
を

受
け
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。「
国
日
記
」
の
同
一
三
年
（
一
八
一
六
）
一
一
月
八

日
条
で
は
、
去
る
夏
（
こ
の
年
の
夏
の
事
か
）
に
行
わ
れ
た
「
平
川
筋
普
請
の
節
」、

冥
加
と
し
て
お
手
伝
い
人
夫
を
差
し
出
し
た
奇
特
の
志
の
者
四
人
の
一
人
と
し
て
、

年
頭
御
目
見
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
肩
書
き
は
「
萢
中
村
並
郷
士
」
と
あ
る

も
の
の
、
名
前
は
「
弥
市
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
文
化
一
○
年
に
年
頭
御
目
見
を

仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
は
、
翌
一
一
年
の
事
に
限
っ
て
の
事
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま

た
、「
国
日
記
」
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
三
月
八
日
条
で
は
、
御
用
向
き
に
心
を

入
れ
精
力
的
に
務
め
た
と
し
て
、
御
賞
の
金
百
疋
（
＝
金
一
歩
）
を
下
さ
れ
て
お
り
、

父
太
右
衛
門
同
様
、
藩
の
御
用
＝
農
政
へ
の
協
力
を
熱
心
に
務
め
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
六
月
改
の
「
分
限
元
帳
」
第
十
一）

9
（

（
二
分
冊
の

二
）
の
「
藤
代
組
手
代
」
の
項
で
は
、
弥
太
郎
は
同
一
三
年
（
一
八
三
○
）
二
月
二

四
日
に
、
願
い
に
よ
り
手
代
の
職
を
免
除
と
な
っ
た
が
、
御
目
見
え
郷
士
の
待
遇
は

そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
足
か
け
三
二
年
間
、
手
代
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

二
代
太
右
衛
門
と
三
代
弥
太
郎
は
、
親
子
で
手
代
を
務
め
、
郷
士
と
な
り
、
藩
の
農

政
に
貢
献
し
、
石
戸
谷
家
を
豪
農
と
し
て
発
展
さ
せ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

四
　
四
代
石
戸
谷
亀
弥
（
儀
平
＝
儀
兵
衛
カ
）

　

弥
太
郎
の
跡
は
亀
弥
が
石
戸
谷
家
の
当
主
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
系
譜
①
で

は
儀
兵
衛
と
あ
る
。
系
譜
②
で
は
亀
弥
の
所
に
（
儀
平
＝
儀
兵
衛
カ
）
と
あ
り
、
改

名
し
た
の
か
、
別
人
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
取
り
あ
え
ず
亀
弥
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

目
録
に
よ
れ
ば
亀
弥
が
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
二
月
時
点
で
、
萢
中
村
の
庄
屋
を

務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
史
料
「
永
代
相
譲
田
方
証
文
之
事
」（
№
2
―
12
）
が

あ
る
。
ま
た
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
に
出
さ
れ
た
石
渡
村
（
現
弘
前
市
石
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渡
）
の
「
作
人
証
文
之
事
」（
№
1
―
4
）
に
も
庄
屋
と
し
て
署
名
し
承
印
を
押
し

て
お
り
、
こ
の
時
ま
で
庄
屋
を
務
め
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
文
政
一
○
年

（
一
八
二
七
）
六
月
に
「
石
戸
谷
亀
弥
」
の
名
前
で
、
御
蔵
町
（
現
在
は
弘
前
市
石

渡
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
が
、
石
渡
御
蔵
町
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
）
の
海
老
屋

清
次
郎
に
差
し
出
し
た
「
借
用
銭
之
事
」（
№
1
―
11
）
と
い
う
借
金
証
文
も
あ
り
、

こ
の
時
点
で
は
既
に
苗
字
の
石
戸
谷
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
後
述
す
る

が
、
藩
の
命
で
「
開
発
下
取
扱
」
に
任
命
さ
れ
た
時
あ
た
り
か
ら
使
用
が
許
さ
れ
た

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
任
命
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
弥
太
郎
が
手
代
を
退
い
た
の
は

文
政
一
三
年
（
一
八
○
○
）
二
月
の
事
で
あ
る
の
で
、
亀
弥
が
弥
太
郎
の
子
で
あ
る

可
能
性
は
高
い
。

　

し
か
し
、
亀
弥
は
藤
代
組
代
官
手
代
に
は
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
。
嘉
永
四
年
（
一

八
五
一
）
改
の
「
分
限
元
帳
」
第
十
一）

10
（

の
「
藤
代
組
手
代
」
の
項
に
は
、
石
戸
谷
家

の
人
名
は
見
え
な
い
。
し
か
し
「
国
日
記
」
の
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
九
月
一
五

日
条
に
よ
れ
ば
、
去
る
春
に
惣
組
村
へ
買
い
〆
米
を
仰
せ
付
け
た
と
こ
ろ
、
買
〆
米

を
冥
加
と
し
て
（
藩
へ
）
差
し
上
げ
る
と
申
し
出
た
者
へ
、
御
賞
と
し
て
代
官
役
所

に
お
い
て
酒
・
肴
が
下
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
に
藤
代
組
の
者
が
七
名
お
り
、「
萢
中

村　

開
発
下
取
扱
」
と
し
て
石
戸
谷
亀
弥
の
名
前
が
見
え
る
。「
開
発
下
取
扱
」
と
は
、

天
保
の
飢
饉
の
影
響
で
作
付
け
が
な
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
荒
廃
田
畑
の
復
旧
開
発
を

す
る
役
目
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
、
弥
太
郎
が
務
め
た
「
開
発
方
」
と
似
た
役
割

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。「
国
日
記
」
の
同
一
○
年
（
一
八
三
九
）
五
月
二
五

日
条
で
は
、「
開
発
下
取
扱
」
の
亀
弥
が
他
の
二
名
と
共
に
、
借
り
上
げ
米
の
先
納

を
早
速
皆
済
し
、
そ
の
米
を
冥
加
と
し
て
差
し
上
げ
た
い
と
申
し
出
た
の
で
、「
代
々

郷
士
」
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
亀
弥
は
弥
太
郎
の
子
と
思
わ
れ
、

祖
父
・
父
同
様
に
郷
士
と
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
天
保
の
飢
饉
の
余
波
が
あ

る
中
で
、
藩
に
対
し
て
米
の
供
出
を
行
っ
て
い
る
事
は
、
石
戸
谷
家
の
豪
農
と
し
て

の
財
力
が
見
て
取
れ
る
。

　

だ
が
こ
の
後
、
亀
弥
は
藩
か
ら
処
罰
を
受
け
る
羽
目
に
な
る
。「
国
日
記
」
の
同

年
九
月
一
九
日
条
に
は
勘
定
奉
行
か
ら
次
の
よ
う
な
申
し
出
が
あ
っ
た
事
が
書
か
れ

て
い
る
。
藤
代
組
萢
中
村
か
ら
検
見
の
願
い
が
出
さ
れ
た
が
、
坪
立
て
（
＝
検
見
を

行
う
前
に
試
し
刈
り
を
行
う
区
画
設
定
の
事
、
も
し
く
は
試
し
刈
り
を
指
す
の
か
）

に
不
埒
の
こ
と
が
あ
り
、「
一
村
除
き
の
儀
」（
＝
萢
中
村
を
検
見
の
対
象
か
ら
外
す

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
つ
ま
り
検
見
を
し
な
い
で
定
例
の
高
い
年
貢
負
担
を
課
す
事

に
な
る
）
に
し
た
い
と
検
見
人
か
ら
勘
定
奉
行
に
申
し
出
が
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
は

亀
弥
に
あ
り
、
亀
弥
は
常
々
心
が
け
が
宜
し
か
ら
ず
、
代
官
の
申
し
付
け
は
守
ら
ず
、

重
立
ち
と
し
て
は
不
似
合
い
で
、
自
分
手
作
り
の
田
に
は
、
こ
と
に
不
埒
が
あ
り
不

届
き
者
で
あ
る
と
し
て
、「
締
方
」（
＝
厳
し
く
取
り
締
ま
る
こ
と
）
を
仰
せ
付
け
て

欲
し
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
五
月
二
五
日
に
郷
士
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
の
に
、

評
価
が
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
郡
奉
行
は
「
一
村
除
き
の
儀
」
は
適
用

せ
ず
に
検
見
に
入
っ
て
欲
し
い
と
の
別
紙
を
差
し
出
し
て
お
り
、
亀
弥
を
擁
護
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
家
老
や
用
人
の
審
議
を
経
た
上
で
勘
定
奉

行
か
ら
通
達
さ
れ
た
結
論
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
坪
立
て
の
際
に
過
分
の
穂
切

り
と
抜
き
穂
が
あ
り
、
検
見
は
厳
重
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
出
来
な

か
っ
た
事
が
不
埒
と
さ
れ
、
萢
中
村
は
「
一
村
除
き
」
の
扱
い
と
な
っ
た
。
ま
た
、

亀
弥
は
、
手
代
や
村
役
、
代
官
の
申
し
付
け
も
守
ら
な
い
不
届
き
者
で
あ
る
と
し
て

処
罰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
亀
弥
は
代
々
郷
士
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
郷
士

と
「
開
発
下
取
扱
」、
兼
役
の
「
流
失
木
見
継
役
」・「
他
払
取
扱
役
」
の
す
べ
て
を
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罷
免
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
の
中
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
萢
中
村
の
田
圃
は
ほ
と
ん
ど

が
亀
弥
の
持
ち
抱
え
地
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
萢
中
村
は
重
立
ち
で

あ
る
亀
弥
の
支
配
す
る
村
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
亀
弥
に
は
慢
心
が
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

　

長
々
と
亀
弥
の
こ
と
を
書
い
た
が
、
手
代
で
は
な
い
も
の
の
郷
士
に
も
な
り
、
萢

中
村
に
お
い
て
は
農
政
に
協
力
を
し
て
き
た
豪
農
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

萢
中
村
の
田
圃
の
ほ
と
ん
ど
が
亀
弥
の
抱
え
地
で
あ
る
と
い
う
記
述
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
れ
は
先
祖
が
長
年
に
渡
っ
て
集
約
し
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
目
録
に
見
え
る
数
多

く
の
田
畑
証
文
類
の
存
在
が
そ
れ
を
証
明
し
て
く
れ
る
。
石
戸
谷
家
の
そ
れ
ま
で
の

藩
へ
の
貢
献
ぶ
り
を
考
え
る
と
、
近
隣
他
村
に
も
石
戸
谷
家
は
田
畑
を
所
有
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
検
見
の
準
備
段
階
で
、
萢
中
村
の
田
圃
が
ほ
と

ん
ど
自
分
の
抱
え
地
で
あ
っ
た
た
め
、
亀
弥
は
不
作
を
装
う
穂
切
り
や
抜
き
穂
を
や

り
す
ぎ
、
検
見
人
に
咎
め
ら
れ
た
こ
と
が
重
い
処
罰
に
繫
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。

前
年
ま
で
は
天
保
の
飢
饉
下
で
「
不
熟
作
」（
＝
凶
作
）で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
は
「
熟

作
」（
＝
豊
作
）
で
あ
っ
た
た
め
、
藩
と
し
て
も
検
見
に
は
力
を
入
れ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
状
況
も
、
処
罰
の
重
さ
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、「
国
日
記
」
の
同
年
一
○
月
七
日
条
で
は
、
前
年
に
亀
弥
が
不
当
に
、

田
の
出
増
し
米
を
取
り
立
て
た
こ
と
で
、
小
作
人
か
ら
訴
え
ら
れ
た
記
事
も
見
え
る
。

こ
の
年
の
五
月
に
は
、
借
り
上
げ
米
を
早
々
に
納
め
、
藩
に
そ
れ
を
冥
加
と
し
て
差

し
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
裏
に
は
小
作
人
か
ら
は
恨
ま
れ
る
よ
う
な
取
り
立
て
を

行
っ
て
い
た
事
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
訴
え
は
黒
石
藩
主
津
軽
順ゆ

き
つ
ぐ承

が
こ
の
年
五

月
一
六
日
に
弘
前
藩
一
一
代
藩
主
と
な
り
、
九
月
四
日
に
新
藩
主
と
し
て
初
入
部
し

た
事
に
伴
う
「
非
常
の
大
赦
」（
＝
特
別
の
恩
赦
）
に
よ
っ
て
、
罪
に
は
問
わ
れ
て

い
な
い
が
、
苗
字
の
な
い
「
萢
中
村
百
姓　

亀
弥
」
と
い
う
「
国
日
記
」
の
記
述
に

は
、
以
前
の
豪
農
の
面
影
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、「
国
日
記
」
の
同
年
一
一
月
二

日
条
に
よ
れ
ば
、
郡
奉
行
が
再
度
、
萢
中
村
の
「
一
村
除
き
」
の
扱
い
に
つ
い
て
免

除
を
願
い
出
て
い
る
が
、
不
正
は
「
手
代
・
村
役
共
不
埒
之
処
よ
り
相
生
」
じ
と
し

て
、
手
代
た
ち
の
処
罰
も
併
せ
て
願
い
出
て
い
る
。
結
局
「
御
定
法
」
に
相
反
し
た

こ
と
は
、「
類
例
差
し
障
り
」
に
も
な
る
と
し
て
免
除
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、「
一

村
除
き
」
を
招
い
た
藤
代
組
手
代
や
萢
中
村
庄
屋
を
免
職
す
る
こ
と
だ
け
は
認
め
ら

れ
た
。
郡
奉
行
が
「
一
村
除
き
」
を
も
た
ら
し
た
の
は
亀
弥
だ
け
で
な
く
、
手
代
や

庄
屋
に
も
落
ち
度
が
あ
っ
た
と
し
て
申
し
出
た
も
の
で
、
亀
弥
の
罪
を
軽
く
す
る
よ

う
な
動
き
を
再
度
試
み
て
い
る
事
は
、
非
常
に
興
味
深
い
。
ま
た
、
萢
中
村
の
「
一

村
除
き
」
の
件
で
、
勘
定
奉
行
と
郡
奉
行
の
間
に
は
、
目
に
見
え
な
い
対
立
も
あ
っ

た
様
に
感
じ
ら
れ
る
。
二
代
太
右
衛
門
と
三
代
弥
太
郎
は
、
藤
代
組
手
代
を
勤
め
郷

士
に
取
り
立
て
ら
れ
、
約
六
○
年
に
わ
た
り
藩
の
農
政
に
貢
献
を
し
た
豪
農
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
を
継
い
だ
四
代
亀
弥
を
処
罰
す
る
こ
と
に
は
、
郡
奉
行
に
は
抵
抗
が

あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
以
降
「
国
日
記
」
に
石
戸
谷
家
の
当
主
や
関
係
者
の
記
述
は
し
ば
ら
く
見
ら

れ
な
く
な
る
。
単
な
る
百
姓
で
あ
る
石
戸
谷
家
当
主
の
活
動
は
記
述
対
象
と
な
る
こ

と
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
処
罰
か
ら
一
三
年
後
と
な
る
、「
国
日
記
」
の
嘉

永
五
年
（
一
八
五
二
）
閏
二
月
二
七
日
条
に
、
郡
奉
行
の
申
し
出
に
よ
り
、
天
保
の

飢
饉
後
の
「
御
省
略
」
政
策
で
廃
止
さ
れ
て
い
た
在
方
の
「
牛
馬
取
扱
役
」
の
復
活

が
提
案
さ
れ
た
記
事
が
出
て
く
る
。
手
当
は
支
給
さ
れ
な
い
も
の
の
、「
正
馬
」
一

疋
に
つ
き
、
扱
い
料
と
し
て
銭
一
分
五
厘
（
＝
銭
一
匁
を
六
○
文
で
換
算
す
る
と
九

文
に
な
る
。
換
算
の
詳
細
は
後
述
）
を
取
り
立
て
る
事
を
認
め
る
他
は
、
苗
字
・
帯
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刀
の
特
権
が
許
さ
れ
る
と
い
う
だ
け
の
条
件
で
許
可
に
な
っ
た
。
そ
の
候
補
者
の
一

人
と
し
て
「
藤
代
組
萢
中
村
百
姓　

儀
兵
衛
」
が
出
て
く
る
。
こ
の
時
、
郡
奉
行
が

候
補
者
と
し
て
名
前
を
あ
げ
た
の
は
一
七
人
で
、
内
訳
は
漆
守
が
六
名
、
庄
屋
が
六

名
、
郷
士
の
子
が
二
名
で
、
単
に
百
姓
と
あ
る
の
は
儀
兵
衛
を
含
め
三
名
の
み
で

あ
っ
た
。
こ
の
三
名
は
儀
兵
衛
を
は
じ
め
元
々
は
豪
農
層
の
百
姓
で
あ
っ
た
も
の
と

想
像
さ
れ
る
。「
国
日
記
」
の
記
事
は
、
願
い
出
た
形
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
候
補
者
は
、
郡
奉
行
や
担
当
組
の
代
官
か
ら
、
内
々
に
下
命
が
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
萢
中
村
百
姓
の
儀
兵
衛
は
石
戸
谷
儀
兵
衛
と
苗
字
を
名
乗

る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
儀
兵
衛
が
改
名
し
た
亀
弥
の
事

で
あ
る
の
か
、
代
替
わ
り
し
た
亀
弥
の
子
で
あ
る
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か

し
天
保
一
○
年
（
一
八
三
九
）
以
来
一
三
年
ぶ
り
に
、
石
戸
谷
家
の
当
主
が
苗
字
を

名
乗
り
、
村
の
重
立
ち
と
し
て
復
活
を
果
た
し
た
意
義
は
大
き
い
。

　

つ
い
で
「
国
日
記
」
の
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
五
月
一
八
日
条
に
は
、
郡
奉
行

の
後
藤
門
之
丞
が
、
漆
方
取
扱
か
ら
の
申
し
出
を
取
次
ぎ
、
新
規
の
「
漆
小
仕
立
」

を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
い
と
願
い
出
て
許
可
に
な
っ
た
記
事
が
で
て
く
る
。
そ
の
中
の

一
人
に
、
萢
中
村
の
牛
馬
取
扱
役
・
石
戸
谷
儀
兵
衛
も
含
ま
れ
て
い
た
。「
漆
小
仕

立
」
と
は
、
漆
木
の
栽
培
促
進
を
行
う
役
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
津
軽
歴
代
記
類　

下）
11
（

』
に
よ
れ
ば
、
二
年
前
の
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
二
月
二
二
日
に
、
国
益
（
＝

藩
の
利
益
）
の
た
め
、「
漆
」
の
増
産
を
目
指
し
、
先
ず
漆
木
三
○
○
万
本
を
藩
内

で
植
え
付
け
、
最
終
的
に
は
九
○
○
万
本
ま
で
に
増
や
す
と
い
う
広
大
な
計
画
が
立

て
ら
れ
、
御
用
掛
の
勘
定
奉
行
に
こ
の
政
策
担
当
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
月
の
「
国
日
記
」
が
欠
本
で
あ
る
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
石
戸
谷
儀
兵

衛
が
「
漆
小
仕
立
」
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
は
、「
牛
馬
取
扱
役
」
と
し
て
二
年
余
り
、

真
面
目
に
役
目
を
務
め
て
い
た
事
が
認
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
役
目
は
、

斃
死
し
た
牛
馬
の
確
認
を
し
、
死
ん
だ
牛
馬
の
皮
を
御
革
方
の
商
人
に
引
き
取
ら
せ

る
役
目
の
様
で
あ
る
。
萢
中
村
は
平
野
部
で
、
漆
木
栽
培
に
は
む
い
て
い
な
い
所
で

あ
る
が
、「
牛
馬
取
扱
役
」
と
し
て
藤
代
組
の
各
村
に
つ
い
て
実
際
に
見
て
廻
っ
た

経
験
を
買
わ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
藩
か
ら
二
つ
目
の
役
目
に
任

命
さ
れ
た
訳
だ
が
、
萢
中
村
の
豪
農
と
し
て
復
活
し
て
き
た
事
が
わ
か
る
。

五
　
五
代
石
戸
谷
平
助
お
よ
び
弟
文
弥

　

さ
て
、
目
録
に
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
に
出
さ
れ
た
「
永
代
相
渡
田
地

之
事
」（
№
3
―
9
）
と
い
う
証
文
が
あ
り
、
庄
屋
平
助
が
裏
書
の
署
名
と
承
印
を

押
し
て
い
る
。
系
譜
①
だ
と
、
こ
の
平
助
は
儀
兵
衛
の
子
で
あ
り
、
系
譜
②
か
ら
だ

と
亀
弥
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
先
述
し
た
「
作
人
証
文
之
事
」（
№
1

―
4
）
で
は
、
亀
弥
も
同
時
期
に
庄
屋
を
務
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
庄
屋

を
務
め
て
い
た
村
が
違
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
目
録
か
ら
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二

一
）
二
月
の
「
永
代
相
譲
田
方
証
文
之
事
」（
№
2
―
12
）・
同
五
年
一
一
月
の
「
永

代
相
渡
屋
鋪
証
文
之
事
」（
№
3
―
20
）・
同
一
一
年
（
一
八
二
八
）
二
月
の
「
永
代

相
譲
田
畑
証
文
之
事
」（
№
3
―
13
）
の
三
点
で
は
「
萢
中
村
庄
屋
亀
弥
」
と
あ
り
、

萢
中
村
の
庄
屋
は
亀
弥
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
推
定
で
あ
る
が
、
こ
の
時

点
で
は
平
助
は
隣
の
石
渡
村
の
庄
屋
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
平
助
は
天
保
一
二

年
（
一
八
四
一
）
六
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
天
明
年
中
藤
代
組
萢
中
村
荒
畑
調
書
上

帳
」（
№
7
―
4
）
に
も
名
前
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
文
久
四
年
（
一

八
六
四
）
二
月
の
「
覚
」（
№
6
―
13
）
で
、
石
戸
谷
儀
兵
衛
が
御
蔵
町
の
中
屋
嘉
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六
か
ら
銭
三
貫
一
二
○
目）

12
（

（
＝
約
四
七
両
に
相
当
）
を
借
用
し
た
際
に
、
請
人
（
＝

保
証
人
）
と
し
て
名
前
が
出
て
く
る
ま
で
名
前
が
見
え
な
く
な
る
。
こ
の
時
、
こ
の

「
覚
」
を
承
認
し
た
庄
屋
は
同
族
と
思
わ
れ
る
石
戸
谷
文
弥
で
あ
り
、
こ
の
間
に
平

助
は
一
旦
庄
屋
を
辞
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
亀
弥
と
文
弥
は
、「
弥
」

の
字
を
使
う
共
通
点
を
考
え
る
と
親
子
だ
と
思
わ
れ
る
。

六
　
本
家
当
主
と
し
て
の
孫
左
衛
門

　

ま
た
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
正
月
の
「
借
用
証
文
之
事
」（
№
6
―
12
）
で
は
、

五
代
平
助
が
御
蔵
町
の
中
屋
嘉
六
か
ら
銭
五
貫
九
六
七
匁
（
＝
約
九
二
両
に
相
当
）

を
借
用
し
て
い
る
が
、
今
度
は
請
人
の
一
人
が
文
弥
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
文
弥

は
庄
屋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
た
め
か
、
こ
の
証
文
の
承
認
は
代
庄
屋
（
＝
代

理
の
庄
屋
）
の
半
吉
が
し
て
い
る
。
こ
こ
で
気
に
な
る
に
は
、
抵
当
に
入
れ
た
田
の

事
で
あ
る
。
文
久
と
慶
応
の
両
証
文
の
文
言
で
は
、
萢
中
村
孫
左
衛
門
の
抱
田
と

な
っ
て
い
る
が
、
面
積
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
じ
田
を
抵
当
に
し
た
の
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
た
。
前
述
し
た
天
保
五
年
正
月
に
出
さ
れ
た
証
文
（
№
3
―
9
）
で

は
、「
萢
中
村
本
家　

孫
左
衛
門
」（
傍
点
は
筆
者
）
が
御
蔵
町
塩
屋
弥
五
兵
衛
を
請

人
に
し
て
、
石
渡
村
の
孫
四
郎
に
対
し
て
鳥
町
村
（
現
弘
前
市
浜
の
町
東
・
浜
の
町

北
の
一
部
）
に
あ
る
田
地
一
町
七
反
余
を
抵
当
に
入
れ
て
借
金
を
し
て
い
る
。
こ
の

証
文
で
は
、
鳥
町
村
の
三
人
の
百
姓
の
抱
田
が
面
積
・
成
米
共
に
記
さ
れ
て
い
る
の

と
は
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
又
、
こ
の
証
文
で
は
、
鳥
町
村
の
三
箇
所
の
田
に

つ
い
て
の
説
明
で
「
別
宅
ニ
付
」
と
い
う
文
言
が
見
え
、
孫
左
衛
門
は
こ
の
時
点
で
、

萢
中
村
以
外
に
も
田
畑
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
孫
左
衛
門
に
は

「
本
家
」
の
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
石
戸
谷
家
の
本
家
当
主
は
孫
左
衛
門
を
名
乗

る
事
が
通
例
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
目
録
を
見
る
と
、
孫
左
衛
門

が
受
取
人
に
な
っ
て
い
る
証
文
類
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
正
月
の
も
の
（
№
1

―
16
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
天
保
一
五
年
（
一
八
三
四
）
二
月
ま
で
の
も
の
（
№
3

―
18
）
ま
で
一
四
点
あ
り
、
本
家
の
当
主
は
あ
く
ま
で
も
孫
左
衛
門
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
と
す
る
と
、
前
述
し
た
系
譜
①
と
系
譜
②
で
述
べ
て
き
た
太
右
衛
門
〜

弥
太
郎
〜
儀
兵
衛
（
亀
弥
）
〜
平
助
の
系
統
は
本
家
で
は
な
く
、
分
家
の
系
譜
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
し
か
し
、
孫
左
衛
門
が
受
取
人
と
な
っ
て
い
る
証
文
類
が

太
右
衛
門
系
の
旧
石
戸
谷
家
に
伝
わ
っ
た
と
言
う
事
は
、
天
保
一
五
年
以
降
に
、
太

右
衛
門
系
の
方
が
本
家
を
し
の
ぐ
存
在
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
如
く
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
○
月
に
代
官
の
唐
牛
十

太
郎
と
今
和
作
宛
に
出
し
た
「
当
御
収
納
米
銭
上
納
通
」（
№
7
―
6
）
が
「
土
堂

村
越
石
孫
左
衛
門
」（
傍
点
は
筆
者
）
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
以
降
、
同
六
年
の
も

の
（
№
7
―
7
）
か
ら
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
も
の
（
№
7
―
15
）
ま
で
が
揃
っ

て
残
っ
て
い
る
こ
と
が
目
録
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
孫
左
衛
門
家
の
書
類
を
単

に
預
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
太
右
衛
門
家
が
孫
左
衛
門
家
の
役
割
を
継
承
し
た
事
を

物
語
っ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
文
久
三
年
の
も
の
は
「
萢
中
村
孫
左
衛
門
」

と
署
名
さ
れ
て
い
る
が
、
安
政
六
年
の
も
の
（
№
7
―
10
）
に
は
「
石
渡
村　

孫
左

衛
門
」、
文
久
二
年
の
も
の
（
№
7
―
14
）
に
は
「
船
水
村　

孫
左
衛
門
」
と
署
名

が
あ
り
、
孫
左
衛
門
家
は
萢
中
村
を
本
拠
と
し
な
が
ら
も
、
近
隣
の
土
堂
村
（
現
弘

前
市
土
堂
）・
石
渡
村
・
船
水
村
（
現
弘
前
市
船
水
）
に
も
田
畑
を
持
っ
て
い
た
の

は
確
実
の
よ
う
に
思
え
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
管
理
は
本
家
の
孫
左
衛
門
家
だ
け
で

は
で
き
ず
、
分
家
の
助
け
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。



―  48 ―

七
　
牛
馬
取
扱
役
と
し
て
の
石
戸
谷
儀
兵
衛

　

と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
石
戸
谷
平
助
と
儀
兵
衛
が
幕
末
期
一
緒

に
名
前
が
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
今
度
は
平
助
が
萢
中
村
の
庄
屋
と
し
て
、
儀
兵

衛
は
牛
馬
取
扱
役
と
し
て
証
文
な
ど
に
名
前
が
見
え
る
が
、
文
久
四
年（
一
八
六
四
）

二
月
の
「
覚
」（
№
6
―
13
）
で
は
、
借
金
を
す
る
本
人
が
儀
兵
衛
で
請
人
の
一
人

が
平
助
で
あ
る
。
も
う
一
人
の
請
人
は
文
弥
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
石
戸
谷
家
関
係

者
三
人
が
揃
っ
て
い
る
事
に
な
る
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
正
月
の
借
用
証
文
で

は
、
借
金
を
す
る
本
人
が
平
助
で
、
請
人
は
同
姓
の
小
次
郎
と
文
弥
で
あ
っ
た
。
平

助
は
維
新
後
も
萢
中
村
の
重
立
ち
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

五
月
二
八
日
付
け
で
「
第
三
大
区
五
小
区
石
渡
村
村
用
係
」
に
な
っ
た
辞
令
（
№
7

―
27
）
が
残
っ
て
い
る
ほ
か
、
弘
前
町
の
火
事
に
際
し
て
人
夫
四
人
を
差
し
出
し
た

事
に
対
し
て
、
同
一
三
年
（
一
八
八
○
）
八
月
に
罹
災
窮
民
救
助
を
し
た
と
し
て
青

森
県
か
ら
褒
賞
状
（
№
7
―
40
）
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
時
ま
で
存
命
で
あ
っ
た
事

は
確
か
で
あ
る
。

　

一
方
、
儀
兵
衛
は
牛
馬
取
扱
役
を
務
め
て
い
た
た
め
、
彼
宛
に
提
出
さ
れ
た
馬
の

斃
死
届
が
か
な
り
残
っ
て
い
る
こ
と
が
目
録
か
ら
確
認
出
来
る
。
し
か
し
、
月
日
の

み
が
書
か
れ
た
も
の
が
大
半
で
、
年
紀
や
干
支
が
書
か
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
こ
の

役
が
置
か
れ
て
い
た
の
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
の
廃
藩
置
県
の
時
ま
で
だ

と
思
わ
れ
る
が
、
唯
一
年
号
が
分
か
る
も
の
が
あ
る
。
文
久
三
（
一
八
六
三
）
一
○

月
に
笹
館
村
（
現
弘
前
市
笹
館
）
の
代
庄
屋
彦
次
郎
か
ら
出
さ
れ
た
斃
死
届
（
№
4

―
21
）
で
、
同
村
伝
三
郎
の
建
馬
（
＝
飼
育
馬
）
で
あ
っ
た
一
七
歳
に
な
る
栗
毛
馬

が
死
ん
だ
時
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
点
、
未
年
の
一
一
月
一
三
日
付
け

で
藤
代
村
の
代
庄
屋
門
次
郎
か
ら
儀
兵
衛
に
出
さ
れ
た
、
藤
代
村
（
現
弘
前
市
藤
代

一
〜
五
丁
目
）
の
三
郎
の
飼
育
馬
・
鹿
毛
当
歳
駒
の
斃
死
届
（
№
4
―
7
）
は
、
安

政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
斃
死
届
け
に
は
、
確
認
用
に
馬
札

（
＝
馬
の
年
齢
・
馬
体
な
ど
が
書
か
れ
た
札
）
と
皮
・
尾
・
耳
・
蹄
が
提
出
さ
れ
た

様
だ
。
ま
た
、
馬
皮
の
納
入
先
は
御
用
革
方
の
石
田
屋
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
亥
年
の

四
月
二
二
日
付
け
で
石
田
屋
甚
左
衛
門）

13
（

が
石
渡
村
の
久
に
出
し
た
「
覚
」（
№
4
―

209
）
で
は
、
鹿
毛
一
枚
に
対
し
て
六
匁
六
分
（
＝
銭
目
の
公
定
換
算
で
は
三
九
六
文

と
な
る
）
が
代
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
た
。
亥
年
は
文
久
三
年
の
よ
う
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
牛
馬
取
扱
役
の
取
扱
手
数
料
は
九
文
し
か
入
ら
な
か
っ
た
様
だ

が
、
役
得
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
斃
死
届
け
の
宛
先
は
萢
中
村
の
石
戸
谷
儀
兵
衛
と
し
て
出
さ
れ
る
場
合
が

多
い
が
、
中
に
は
石
渡
村
の
石
戸
谷
儀
兵
衛
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
目
録

に
よ
れ
ば
、
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
に
萢
中
村
の
百
姓
孫
左
衛
門
が
庄
屋
末
吉
に

宛
て
て
出
し
た
田
の
分
地
願
い
で
あ
る
「
覚
」（
№
7
―
68
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
大

庄
屋
宛
て
に
上
申
さ
れ
た
も
の
の
控
え
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
覚
」
の
下
書
き

と
思
わ
れ
る
「
覚
」（
№
5
―
3
）
も
別
に
残
っ
て
お
り
、
両
「
覚
」
を
照
ら
し
合

わ
せ
て
見
る
と
、
こ
の
年
藩
か
ら
出
さ
れ
た
「
帰
田
法
」
へ
の
豪
農
層
の
抵
抗
の
様

子
が
見
て
取
れ
る
。
表
向
き
は
孫
左
衛
門
の
持
ち
田
の
内
、
弟
源
蔵
に
二
町
五
反
歩
、

二
男
豊
吉
に
二
町
五
反
歩
、
養
弟
寅
吉
に
二
町
の
計
七
町
を
分
地
し
た
い
と
願
い
出

た
も
の
で
あ
る
。
下
書
き
の
「
覚
」
に
は
、
こ
の
分
地
の
計
画
は
養
父
儀
兵
衛
が
生

き
て
い
た
時
か
ら
あ
り
、
親
類
も
同
意
し
て
い
た
も
の
で
、
自
分
の
弟
儀
兵
衛
も
同

意
し
て
い
る
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
一
昨
年
の
辰
年
（
＝
明
治
元
年
）
は
軍
事
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（
＝
箱
館
戦
争
）
が
あ
り
、
昨
巳
年
（
＝
明
治
二
年
）
は
凶
作
で
あ
っ
た
。
結
局
当

年
が
熟
作
な
の
で
別
宅
を
構
え
て
も
大
丈
夫
だ
と
考
え
て
申
請
を
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
七
町
歩
の
田
の
所
在
は
土
堂
村
と
石
渡
村
で
あ
り
、
萢
中
村
の
田

で
は
な
い
。
恐
ら
く
「
帰
田
法
」
対
策
と
し
て
、
七
町
歩
の
田
を
所
有
田
か
ら
事
前

に
取
り
除
く
事
に
真
の
狙
い
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
石
戸
谷
家
の
系
譜
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
「
覚
」
の
記
載
内
容
か
ら
、

儀
兵
衛
が
親
子
二
代
で
存
在
し
た
事
が
分
か
る
点
で
あ
る
。
こ
の
時
期
か
ら
考
え
て
、

先
代
に
あ
た
る
養
父
儀
兵
衛
と
は
亀
弥
が
改
名
し
た
儀
兵
衛
を
指
し
、
弟
の
儀
兵
衛

と
は
牛
馬
取
扱
役
の
儀
兵
衛
の
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
養
父
儀
兵
衛
と
あ
る
事
か

ら
、
こ
の
時
点
で
の
孫
左
衛
門
は
、
推
定
で
あ
る
が
牛
馬
取
扱
役
の
儀
兵
衛
の
姉
の

夫
で
、
養
子
と
し
て
本
家
の
孫
左
衛
門
家
を
継
い
だ
人
物
と
思
わ
れ
る
。
目
録
に
は

石
戸
谷
儀
兵
衛
の
家
屋
平
面
図
（
№
7
―
52
）
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
家
屋
は
石

渡
村
二
四
番
地
に
あ
っ
た
様
で
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
九
月
の
「
記
」（
№
6

―
1
）
の
記
述
か
ら
、
こ
の
時
に
儀
兵
衛
の
所
持
と
な
っ
た
事
が
判
明
す
る
。
敷
地

は
七
畝
拾
歩
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
二
二
○
坪
あ
っ
た
。
し
か
し
同
九
年
（
一
八
七

六
）
九
月
一
四
日
付
け
の
「
家
屋
敷
書
入
証
」（
№
6
―
8
）
で
は
、
米
一
五
俵
の

借
り
入
れ
の
た
め
抵
当
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
蔵
主
町
（
現
弘
前
市
蔵
主
町
）
の
藤

田
五
郎
兵
衛
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、
儀
兵
衛
が
借
主
、
平
助
が
証
人
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
書
類
が
石
戸
谷
家
側
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
無
事
返
済
が
済

ん
だ
訳
で
あ
る
が
、
儀
兵
衛
は
こ
の
時
点
で
は
石
渡
村
に
居
住
し
て
い
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
儀
兵
衛
と
平
助
の
関
係
が
良
好
で
あ
っ
た
事
は
、
借
用
証
文
の
借
主
と

保
証
人
を
相
互
に
務
め
て
い
た
事
か
ら
も
わ
か
る
。
幕
末
期
に
な
る
と
萢
中
村
の
庄

屋
と
石
渡
村
の
庄
屋
を
二
人
で
交
換
し
て
務
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
平
助
は
本
家
孫
左
衛
門
の
長
男
に
当
た
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
事
を
考
え
る
と
、
萢
中
村
の
庄
屋
平
助
と
牛
馬
取
扱
役
で
石
渡
村
居
住
の

儀
兵
衛
は
、
幕
末
維
新
時
に
石
戸
谷
家
の
一
族
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
相
互
に
助
け
合

う
存
在
で
あ
り
、
儀
兵
衛
（
旧
名
亀
弥
）
の
子
文
弥
、
平
助
の
子
孫
衛
な
ど
を
含
め

て
、
石
戸
谷
家
一
族
と
し
て
何
か
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

む
す
び
に
か
え
て
―
石
戸
谷
家
の
田
畑
屋
敷
の
集
積
―

　

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
当
主
で
あ
っ
た
駿
二
郎
氏
が
書
い
た
と
思
わ
れ
る

記
録
に
よ
れ
ば
、「
帰
田
法
」
が
出
さ
れ
た
明
治
三
年
一
○
月
時
点
で
、
藤
代
組
三

一
村
に
あ
る
田
畑
一
八
二
町
四
反
八
畝
四
歩
の
う
ち
、
五
一
町
七
反
五
畝
二
○
歩

（
約
二
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
萢
中
村
の
平
助
の
も
の
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る

が
、
こ
の
数
字
の
検
証
を
し
て
こ
の
「
研
究
ノ
ー
ト
」
を
終
わ
る
こ
と
に
す
る
。

　

目
録
か
ら
石
戸
谷
家
の
田
畑
の
集
積
実
態
を
推
定
し
て
み
る
。
目
録
に
よ
れ
ば
初

代
孫
左
衛
門
の
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
六
月
の

「
百
姓
持
高
反
別
帳
」（
№
7
―
1
・
2
・
3
）
で
、
計
二
町
九
反
七
畝
五
歩
を
石
渡

村
と
鳥
町
村
に
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
萢
中
村
の
も
の
が
な
い
の
で
石
戸
谷
家

は
当
初
に
住
ん
で
い
た
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。
二
代
太
右
衛
門
関
係
の
証
文
類

は
見
当
た
ら
な
い
が
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
大
飢
饉
前
後
で
集
積
に
大
き
な

変
化
が
見
ら
れ
る
と
思
い
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
の
証
文
（
№
2
―
14
）
か
ら

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
年
七
月
の
証
文
（
№
3
―
24
）
の
田
畑
屋
敷
面
積
を
集
計

し
て
み
た
と
こ
ろ
、
計
一
七
町
九
反
五
畝
三
歩
と
な
っ
た
。
天
明
の
大
飢
饉
後
の
集

積
を
見
る
と
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
正
月
の
証
文
（
№
2
―
4
―
2
）
か
ら
享
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和
四
年
（
一
八
○
四
）
正
月
一
一
日
ま
で
証
文
の
田
畑
屋
敷
面
積
は
計
二
一
町
六
反

五
畝
二
一
歩
に
な
る
。

　

三
代
弥
太
郎
が
受
取
人
と
な
っ
て
い
る
田
地
の
永
代
証
文
は
四
点
あ
り
、
安
永
七

年
（
一
七
七
八
）
一
二
月
の
も
の
（
№
3
―
2
）、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
七
月

の
も
の）

14
（

（
№
3
―
24
）、
天
明
五
年
五
月
の
も
の
（
№
1
―
10
）、
翌
六
年
三
月
の
も

の
（
№
1
―
1
）
で
あ
る
。
天
明
の
大
飢
饉
を
挟
ん
で
い
る
が
、
こ
の
飢
饉
を
契
機

に
三
代
弥
太
郎
が
集
積
を
進
め
た
と
考
え
て
も
良
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
以
後
、
幕

末
に
向
け
て
は
天
保
の
飢
饉
が
あ
る
の
だ
が
、
文
化
二
年
（
一
八
○
六
）
一
月
の
証

文
（
№
1
―
15
）
以
降
で
は
、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
○
）
五
月
の
証
文
を
最
後
に
、

田
畑
屋
敷
の
集
積
が
わ
か
る
証
文
は
見
あ
た
ら
な
く
な
る
。
こ
の
間
の
集
計
は
一
六

町
八
反
九
畝
二
九
歩
で
あ
る
が
、
天
保
の
飢
饉
以
降
は
、
田
畑
屋
敷
の
集
積
は
進
ま

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
石
戸
谷
家
の
発
展
は
天
保
期
迄
で
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
寛
保
元
年
か
ら
天
保
一
一
年
迄
の
約
一
○
○
年
で
集
積
し
た
田
畑
屋
敷
地

は
、
五
○
町
歩
を
超
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
天
明
の
飢

饉
後
二
○
年
間
で
の
集
約
面
積
が
多
い
の
で
、
田
畑
の
復
興
作
業
に
従
事
し
な
が
ら

着
実
に
所
有
田
畑
を
増
や
し
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
駿
二
郎
氏
が
書
い

た
と
い
う
記
録
に
よ
れ
ば
、
藤
代
組
に
あ
る
田
畑
の
う
ち
五
一
町
七
反
五
畝
二
○
歩

が
萢
中
村
の
平
助
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
誇
張
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の「
研
究
ノ
ー
ト
」は
、豪
農
と
し
て
の
石
戸
谷
家
の
系
譜
に
つ
い
て
、「
国
日
記
」

や
「
分
限
帳
」
の
記
事
を
使
い
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
目
録
に
掲
載
さ
れ
た

史
料
も
説
明
に
紹
介
し
た
が
、
大
雑
把
な
論
考
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
、
弘

前
藩
に
お
け
る
豪
農
層
の
研
究
は
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
来
て
お
ら
ず
、今
後
、

目
録
の
史
料
を
精
緻
に
分
析
し
て
研
究
す
る
方
が
出
て
こ
ら
れ
る
事
を
期
待
し
た
い
。

註（
1
）『
青
森
縣
中
津
軽
郡
藤
代
村
郷
土
史
』（
大
正
一
二
年（
一
九
二
三
）八
月
三
一
日
付
・

中
村
良
之
進
発
行
・
謄
写
版
）

（
2
）
こ
の
住
宅
に
つ
い
て
は
『
弘
前
市
指
定
有
形
文
化
財　

旧
石
戸
谷
家
住
宅
移
築
工

事
報
告
書
』（
令
和
二
年
（
二
○
二
○
）
三
月
二
三
日
・
弘
前
市
教
育
委
員
会
）
が

発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
旧
石
戸
谷
家
住
宅
は
軒
の
高
い
構
え

と
木
材
の
風
化
度
合
い
か
ら
み
て
、
江
戸
時
代
末
期
の
一
九
世
紀
半
ば
に
建
築
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、国
内
最
大
級
の
規
模
の
豪
農
農
家
だ
と
い
う
。
な
お
、

こ
の
﹇
研
究
ノ
ー
ト
﹈
は
、
こ
の
報
告
書
の
第
三
章
・
調
査
事
項
の
「
第
三
節　

江

戸
時
代
の
石
戸
谷
家
に
つ
い
て
」（
福
井
敏
隆
執
筆
）
を
大
幅
に
改
稿
し
た
も
の
で

あ
る
。

（
3
）『
弘
藩
明
治
一
統
誌　

士
族
在
着
録　

全
』（
昭
和
六
○
年
（
一
九
八
五
）
三
月
三

○
日
・
青
森
県
立
図
書
館
）

（
4
）
帰
田
法
と
は
、
新
政
府
の
方
針
に
従
い
、
藩
士
の
家
禄
を
大
幅
に
削
減
し
た
弘
前

藩
が
、
藩
士
の
経
済
的
困
窮
を
救
う
た
め
に
、
藩
内
の
豪
農
層
か
ら
所
持
し
て
い
る

田
地
の
内
一
○
町
歩
だ
け
は
残
し
（
田
畑
地
の
場
合
は
一
五
町
歩
を
残
し
）、
他
は

一
反
歩
あ
た
り
三
両
と
い
う
廉
価
で
強
制
的
に
買
い
上
げ
た
り
、
献
上
さ
せ
た
り

し
、
こ
れ
を
藩
士
に
分
与
す
る
事
で
救
済
し
、
併
せ
て
藩
士
の
「
帰
農
」
を
図
ろ
う

と
し
た
政
策
で
あ
る
。
献
田
者
に
は
希
望
に
応
じ
て
家
業（
酒
造
業
の
希
望
が
多
か
っ

た
）
を
新
規
開
業
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
し
か
し
、
翌
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

に
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
る
と
、
こ
の
政
策
は
放
棄
さ
れ
た
。
割
り
当
て
地
に
移
住

し
た
旧
藩
士
は
少
な
か
っ
た
の
で
、
後
に
士
卒
族
に
な
っ
た
旧
藩
士
が
不
在
地
主
と

な
る
道
が
開
か
れ
、
新
規
の
家
業
が
認
め
ら
れ
た
豪
農
層
以
外
の
農
民
に
と
っ
て

は
、
甚
だ
迷
惑
な
政
策
で
あ
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
坂
本
寿
夫
編
『
津
軽
近
世

史
料
5　

弘
前
藩
記
事
三
』（
平
成
二
年
（
一
九
九
○
）
一
一
月
一
○
日
・
北
方
新
社
）

所
収
の
、
坂
本
氏
に
よ
る
解
説
文
「
弘
前
藩
の
経
済
・
財
政
状
況
と
賞
典
禄
問
題
」
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を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

（
5
）
旧
石
戸
谷
家
文
書
は
、
現
在
高
岡
の
森
弘
前
藩
歴
史
館
が
保
管
し
て
い
る
。
詳
細

を
知
り
た
い
場
合
は
弘
前
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
に
お
問
い
合
わ
せ
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。
な
お
、同
文
書
目
録
の
管
理
番
号
は
（
№
○
―
○
）
と
表
記
し
て
あ
る
。

（
6
）
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
一
○
月
改
の
「
分
限
元
帳
」
第
十
一
坤
（
弘
前
市
立
弘

前
図
書
館
蔵
、
請
求
番
号
Ｔ
Ｋ
二
八
○
・
三
―
四
二
イ
）。
こ
の
分
限
元
帳
は
、
文

化
二
年
ま
で
の
元
帳
で
あ
る
。
な
お
「
イ
」
は
複
製
本
を
表
す
。
原
本
は
虫
損
が
激

し
く
閲
覧
は
出
来
な
い
。

（
7
）
寛
延
三
年（
一
七
五
○
）改
の「
分
限
元
帳
」第
十
二（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
・

請
求
番
号
Ｔ
Ｋ
二
八
○
・
三
―
一
五
五
イ
）。
こ
の
分
限
元
帳
は
天
明
四
年
ま
で
の

元
帳
で
あ
る
。

（
8
）
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
八
月
改
の
「
分
限
元
帳
」
第
十
一
坤
（
弘
前
市
立
弘
前

図
書
館
蔵
・
請
求
番
号
Ｔ
Ｋ
二
八
○
・
三
―
六
二
イ
）。
こ
の
分
限
元
帳
は
文
政
一

一
年
ま
で
の
元
帳
で
あ
る
。

（
9
）
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
六
月
改
の
「
分
限
元
帳
」
第
十
一
（
二
分
冊
の
二
）（
弘

前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
・
請
求
番
号
Ｔ
Ｋ
二
八
○
・
三
―
一
六
二
イ
）。
こ
の
分
限

元
帳
は
嘉
永
三
年
ま
で
の
元
帳
で
あ
る
。

（
10
）
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）改
の「
分
限
元
帳
」第
十
一（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
・

請
求
番
号
Ｔ
Ｋ
二
八
○
・
三
―
一
六
六
イ
）。
こ
の
分
限
元
帳
は
明
治
二
年
（
一
八

六
九
）
ま
で
の
元
帳
で
あ
る
。

（
11
）『
津
軽
歴
代
記
類　

下
』（
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
一
○
月
二
○
日
・
青
森
県

文
化
財
保
護
協
会
）。
但
し
、
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
一
一
月
三
○
日
に
国
書

刊
行
会
か
ら
復
刻
発
行
さ
れ
た
本
を
使
用
。
一
五
四
〜
一
五
五
頁
に
記
事
が
あ
る
。

（
12
）
弘
前
藩
領
で
は
銭
六
○
文
を
銀
一
匁
と
し
て
換
算
す
る
「
銭ぜ

ん

目め

」
制
度
が
あ
り
、

公
定
の
金
一
両
を
銭
四
貫
文
と
し
て
換
算
す
る
と
、
約
四
七
両
に
な
る
。
但
し
、
銭

目
に
は
相
場
が
立
ち
、
幕
末
期
に
は
銀
一
匁
は
銭
一
○
○
文
を
超
え
て
い
た
よ
う
な

の
で
、金
一
両
も
銭
六
貫
文
を
超
え
て
い
た
と
思
わ
れ
、金
額
が
変
わ
っ
て
く
る
が
、

目
安
と
し
て
公
定
換
算
の
金
額
と
し
た
。
以
下
の
場
合
も
同
様
に
換
算
し
た
金
額
を

示
し
て
い
る
。

（
13
）
浪
川
健
治
著
『
北
の
被
差
別
の
人
々
「
乞
食
」
と
「
革
師
」』（
令
和
三
年
（
二
○

二
一
）
六
月
一
五
日
・
解
放
出
版
社
）
の
二
六
四
頁
に
よ
れ
ば
、
文
政
一
二
年
（
一

八
二
九
）
を
最
後
に
石
田
屋
甚
左
衛
門
は
「
革
方
取
扱
」
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
だ

が
、
文
久
年
間
（
一
八
六
一
〜
六
四
）
頃
に
は
「
御
用
革
方
」
を
務
め
て
い
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
但
し
、
文
政
一
二
年
か
ら
は
三
○
年
以
上
経
っ
て
お
り
、
世
代
交
代

し
た
息
子
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
14
）
こ
の
史
料
で
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
七
月
当
時
、
萢
中
村
の
庄
屋
は
安
右

衛
門
で
あ
る
。
№
1
―
24
の
同
四
年
一
二
月
の
「
永
代
相
渡
申
田
地
証
文
之
事
」
で

も
同
様
で
、
弥
太
郎
の
庄
屋
就
任
は
こ
れ
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ふ
く
い
・
と
し
た
か　

弘
前
大
学
國
史
研
究
会
会
員
）

（
こ
い
し
か
わ
・
と
お
る　

弘
前
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）
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番号 管理
番号 標題 差出・制作 受取人 数

量 成立 西暦 備考

1 1-1 永代相渡申田地之事
田8反2畝10歩

渡人石渡村善助(喜兵
衛代) 受人嘉兵衛・
同御蔵町 専太郎

萢中村 弥太郎 1 天明6年3月 1786 こよりにて一括文書24点の内
石渡村庄屋孫左衛門、五人組佐右衛
門・久左衛門・善助(喜兵衛代判)の
署名・承印

2 1-2 作人証文之事
田26人役

作人喜左衛門、請人弥
左衛門

清七
庄屋亀弥

1 天保3年12月 1832 こよりにて一括文書24点の内
庄屋亀弥の署名・承印あり

3 1-3 永々作人証文之事
27人(役)7歩

萢中村孫左衛門 赤城与惣次 1 安永7年12月 1778 こよりにて一括文書24点の内
(御蔵百姓)鳥町村左衛門次郎の抱地

4 1-4 作人証文之事 石渡村作人彦左衛門、
同村受人弥左衛門

萢中村孫左衛門 1 天保5年正月 1834 こよりにて一括文書24点の内
庄屋亀弥（承印なし）、五人組宗左衛
門・専四郎の署名・承印あり

5 1-5 借用銭之事
銭433匁6分8厘

石戸谷亀弥 海老屋清七 1 天保4年正月 1833 こよりにて一括文書24点の内
裏に「彦左衛門田方証文入」とあり

6 1-6 目限証文之事 石渡村作人彦左衛門、
受人熊吉

萢中村孫左衛門 1 天保4年10月19日 1833 こよりにて一括文書24点の内

7 1-7 永々作人証文之事
田畑の斗代 55俵3斗5升2合3夕

萢中村孫左衛門 赤城与惣次 1 安永7年12月 1778 こよりにて一括文書24点の内

8 1-8 差上申証文之事 別家孫四郎、倅元次郎、
受人勘助、受人幸之助、
兵次郎倅受人亥松

本家 1 弘化3年12月 1846 こよりにて一括文書24点の内
天保4年(1833)～弘化3年(1846)
までの諸差引之儀につき

9 1-9 借用申居下証文之事 鳥町村本人四郎兵衛、
同村受人佐五右衛門、
右同断受人御蔵町忠右
衛門

鳥町村長之助 1 安永元年12月24日 1772 こよりにて一括文書24点の内
居下12歩　但し左衛門次郎家敷の内

10 1-10 永代相渡申田地之事
田6畝歩

本人石渡村善助、受人
御蔵町専太郎

萢中村弥太郎 1 天明5年5月 1785 こよりにて一括文書24点の内
萢中村庄屋孫左衛門、五人組佐右衛
門・善助の署名・承印あり

11 1-11 借用銭之事 石戸谷亀弥 御蔵町海老屋清次郎 1 文政10年6月 1827 こよりにて一括文書24点の内
銭150目は定

12 1-12 （書簡） 清兵衛 (石戸谷)亀弥 1 4月21日 こよりにて一括文書24点の内
13 1-13 借用銭之事 石戸谷亀弥 海老屋清七 1 天保4年正月 1833 こよりにて一括文書24点の内

裏に「彦左衛門田方証文入」とあり
14 1-13 取究証文之事

銭433匁6分8厘
清七倅重光、親類越後
屋福五郎、中立いせや
(伊勢屋)権兵衛

石戸谷亀弥 1 天保5年2月 1834 こよりにて一括文書24点の内
管理番号№1-5と内容同じ

15 1-14       
cf.管理
番号№
2-1

永代相渡申田方之事
田5反11歩
(上田5畝15歩は小館専蔵様
知行地）

船水村渡人三左衛門、
子供受人惣次郎

船水村金之丞 1 寛政7年12月 1795 こよりにて一括文書24点の内
舟水村庄屋源助、五人組十右衛門・
源四郎の署名・承印あり 裏に小館専
蔵の署名・承印あり

16 1-15 永代相渡田地之事
田1反2畝12歩
(次右衛門抱地)

土堂村渡人清左衛門、
同受人福之助

土堂村吉左衛門 1 文化2年10月 1805 こよりにて一括文書24点の内
土堂村庄屋勘兵衛、五人組専九郎・
彦七の署名・承印あり

17 1-16 永々相渡申田畑屋鋪之事
田畑2町4反26歩

萢中村百性五左衛門、
浜ノ町受人清太郎

萢中村孫左衛門 1 寛政3年正月 1791 こよりにて一括文書24点の内
※署名・承印等なし

18 1-17 永々相渡申田地之事
田1反8畝20歩

土堂村本人佐右衛門 真土村伊三郎 1 明和5年12月 1768 こよりにて一括文書24点の内
裏書に「表書之通承届候者也　明和
六巳丑年正月 (代官)齋藤甚吉」の
署名・承印あり
五人組・庄屋の署名・承印なし

19 1-18 永々相渡申田地之事
田8畝15歩

鳥町村渡シ人四五右衛
門、石渡村庄屋助五郎

御蔵町新五郎 1 明和2年正月 1765 こよりにて一括文書24点の内
石渡村庄屋助五郎、五人組喜右衛
門・太次兵衛の署名・承印あり

20 1-19 覚
田畑2町2反1畝22歩
(御蔵百姓清五郎抱地)

土堂村庄屋彦七、同村
五人組孫次郎、右同権
六

鋭作 1 天明5年3月 1785 こよりにて一括文書24点の内
裏書に「表書之通承届候者也 則日
(代官)花田伊三郎 土岐庄兵衛」署
名・承知印あり

21 1-20 永代相渡申田畑之事
田畑2町4反7畝17歩

土堂村本人清兵衛、同
親類五人組清左衛門・
彦七、同村親類十兵衛、
同村庄屋久次郎

一町田村長左衛門、
小嶋村長三郎、竹屋
惣七

1 宝暦5年正月11日 1755 こよりにて一括文書24点の内
土堂村五人組彦七・弥助、庄屋久次
郎の名前と承印あり (代官)対馬甚
右衛門・今善左衛門・小田桐伝右衛
門の署名・承印あり

22 1-21 永代相渡申田地之事
田8畝15歩(津軽外記様御知
行)

鳥町村給地百姓左衛門
次郎

鳥町村長之助、杉山
田久之丞、唐牛久右
衛門

1 安永元年12月 1772 こよりにて一括文書24点の内
裏書に「表書之通承届候者也 則日
(代官)杉山田久之丞 唐牛久右衛
門」の署名・承印あり
石渡村庄屋理左衛門、五人組彦左衛
門・吉次兵衛の署名・承印あり

23 1-22 永代相渡候田方打分証文之事
田2反1畝20歩　

本人土堂村作助 土堂村権六 1 享和3年正月 1803 こよりにて一括文書24点の内
土堂村庄屋孫次郎、五人組彦七の署
名・承印あり

24 1-23 永々相渡申田畑屋敷之事
田畑2町1畝11歩・銭1貫260目

土堂村百性佐右衛門 (代官)加藤四五左衛
門、一戸茂左衛門宛　
真土村伊三郎

1 明和5年12月 1768 こよりにて一括文書24点の内
土堂村庄屋弥助、五人組金助の署
名・承印あり
裏書に「一戸茂右衛門、加藤四五左
衛門」の署名・承印あり

25 1-24 永代相渡申田地証文之事
田1反21歩　礼銭100目
(鳥町村新兵衛の御蔵田地)

渡人孫左衛門、受人次
郎左衛門

鳥町村万助 1 天明4年12月 1784 こよりにて一括文書24点の内
萢中村庄屋安右衛門、五人組作右衛
門・善助・孫左衛門の署名・承印あり

26 2-1
cf.管理
番号№
1-14

永代相渡申田方之事
田2反8畝22歩
(津軽百助様知行地の舟水村
次右衛門所持の下田と八代村
で同人所持の中田・下田)

船水村渡人三左衛門、
受人惣次郎

船水村金之丞 1 寛政7年12月 1795 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
舟水村庄屋源助、五人組十右衛門・
源四郎の署名・承印あり

表　旧石戸谷家文書目録
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番号 管理
番号 標題 差出・制作 受取人 数

量 成立 西暦 備考

27 2-2 永代譲リ田方証文之事
田5反4畝16歩

渡人森沖之助
(棟方専八郎代半ニ而
仕申候とあり)
（9月森沖之助の貼紙
あり）

薬師堂村三四郎 1 寛政6年9月 1794 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
土堂村庄屋孫次郎、五人組権六・長
兵衛の署名・承印あり

28 2-3 永代相譲田方証文之事
田2反3畝1歩

萢中村孫左衛門 斎藤様御取次中 1 天保11年5月 1840 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
代庄屋善助、五人組甚左衛門・助十
郎の署名・承印あり

29 2-4-1 永代相渡申田地之事
田1反3畝10歩
(土堂村弥助跡梅六抱地)

土堂村渡人権六、同子
共甚太

土堂村孫助 1 宝暦11年正月8日 1761 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
1反3畝10歩の田の移動について3点
の証文をつなげている （その1）

30 2-4-2 永代譲渡申田方証文之事 渡人土堂村勘太郎、請
人親類惣左衛門

清蔵 1 天明4年正月 1784 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
1反3畝10歩の田の移動について3点
の証文をつなげている
土堂村庄屋藤次郎、五人組彦七・今
介の署名・承印あり (その2)

31 2-4-3 永代相渡申田方証文之事
田1反3畝10歩
土堂村権六抱地・久左衛門抱
地

渡人与惣次 土堂村権六 1 天明8年2月18日 1788 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
1反3畝10歩の田の移動について3点
の証文をつなげている (その3) ※
承印なし 管理番号№2-4-1・管理番
号№2-4-2よりサイズは小さい

32 2-5 永代相渡申田地証文之事
田方2人役
(権六抱地の内)

土堂村百性本人権六、
同子共受人甚太、弟受
人弥五右衛門

土堂村三之丞 1 宝暦11年12月25
日

1761 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
土堂村庄屋久次郎、五人組弥助の署
名・承印あり
宝暦11年の証文に続いて、安永5年
(1776)2月10日付けの証文が続く　
※2点分の証文である
土堂村本人三之丞から、同村喜之丞へ
土堂村庄屋弥助、五人組彦七・金助
の署名・承印あり

33 2-6 永代譲渡申田畑之事
五郎八の抱地
①田1町5畝2歩
②畑1反6畝20歩
③田1町5反1畝13歩

独狐村譲人喜兵衛、同
村受人金五郎

鳥町村次郎左衛門 1 寛政3年正月 1791 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
石渡村庄屋孫左衛門、五人組六左衛
門の署名・承印あり

34 2-7 永々相渡申田畑証文之事
田畑6反1畝5歩
(土堂村権六抱地)

渡人土堂村専四郎、親
類受人万蔵

長尾角左衛門様之内
喜蔵

1 享和4年正月11日 1804 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
土堂村庄屋孫次郎、五人組彦七・専
九郎の署名・承印あり

35 2-8 永々相渡申田地之事
田2反1畝20歩　権六抱地

土戸村（ママ）渡人権六平沢小左衛門 1 天明4年11月29日 1784 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
御収納米不納
土堂村庄屋彦七、五人組金助・権六
の署名・承印あり

36 2-9 永代相渡申田地之事
田2反7畝1■歩※■は破れで
不明
(舟水村源四郎・又三郎の抱
地)

石渡村渡人長八、同村
受人善助

萢中村孫左衛門 1 文化12年2月 1815 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
勝手不如意　礼銭320目
舟水村庄屋新兵衛、五人組善助・勘
四郎の署名・承印あり

37 2-10 永代相渡田方之事
田4反5畝19歩
(土堂村清五郎抱地)

薬師堂村渡人三四郎、
萢中村受人善次郎

萢中村孫左衛門 1 文政3年11月 1820 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
勝手不如意　礼銭450目
土堂村庄屋専助、五人組金助・専四
郎の署名・承印あり

38 2-11 永代相渡申田地之事
田2反3畝6歩
(萢中村理左衛門抱地)

御蔵町渡人太左衛門、
同町受人五右衛門

萢中村孫左衛門 1 寛政8年2月 1796 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
勝手不如意　礼銭230目
萢中村庄屋彦左衛門、五人組与兵
衛・喜兵衛の署名・承印あり

39 2-12 永代相譲田方証文之事
田4反4畝19歩
(鳥町村五郎八抱地)

渡人鳥町村重之、受人
同村惣左衛門

萢中村孫左衛門 1 文政4年2月 1821 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
勝手不如意　礼銭500目
萢中村庄屋亀弥、五人組喜兵衛・惣
左衛門の署名・承印あり

40 2-13 永々相渡申田地之事
田2反3畝19歩

鳥町村長九郎
(大道寺隼人様御知行)

御蔵町左五右衛門 1 宝暦13年12月 1763 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
勝手不如意　礼銭80目
石渡村庄屋助五郎、五人組太次兵
衛・喜右衛門の署名・承印あり 大道
寺隼人様御内岡倉庄助様宛
(代官)後藤十蔵・一戸与次衛門の署
名・承印あり
裏書に岡倉庄介の署名・承印あり

41 2-14 永々相渡申田畑屋敷之事
田畑2町4反22歩

萢中村百姓五右衛門 御蔵町喜右衛門 1 寛保元年12月 1741 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
勝手不如意　人馬無百姓役勤兼　礼
銭600目
石渡村庄屋善助、五人組利右衛門・
庄助の署名・承印あり (代官)山中
領之助の署名・承印あり

42 2-15 永々相渡申田畑之事
①萢中村と鳥町村の田畑2町
1反9畝12歩(鳥町村長九郎の
抱地)
②田畑5反9畝(萢中村の戸
田清左衛門の知行地)

鳥町村百性長九郎 御蔵町佐五兵衛 1 宝暦13年2月10日 1763 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
勝手不如意人馬無百姓役勤兼　礼銭
1貫500目
石渡村庄屋助五郎、五人組太次兵衛
の署名・承印あり
戸田清左衛門内　伊藤伝内の署名・
承印あり
裏書に「表書之通承届相違無之者
也 (代官)木村勘太夫、須郷金之丞」
の署名・承印あり

43 2-16 永代相渡申田地之事
田畑2反3畝19歩
(鳥町村長九郎抱地・大道寺
隼人様御知行地)

御蔵町渡人佐五右衛門鳥町村吉郎右衛門 1 天明4年6月17日 1784 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
勝手不如意　礼銭80目
石渡村庄屋善助、五人組作右衛門・
喜兵衛の署名・承印あり
大道寺隼人内　一戸節助の署名・承
印あり
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44 2-17 永代相渡田畑屋敷之事
田2町6反3畝歩
①石渡村領ニ有・御蔵地、津
軽外記知行地差除
②鳥町村領ニ有・御蔵地、三
上戸右衛門知行地差除

石渡村百姓渡人五郎八、
野木村親類長右衛門

独狐村藤左衛門 1 寛延4年正月20日 1751 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
御収納米不納　礼銭1貫800目
五人組・庄屋印
裏書に「表書之通遂吟味承届者也 則
日 (代官)佐野太次衛門と齋藤弥左
衛門」の署名・承印あり

45 2-18 永代相渡申田地之事
田1町7畝17歩
(萢中村長九郎抱地・戸田清
左衛門知行地)

渡人御蔵町佐五兵衛、
受人筒子崎村嘉兵衛

萢中村吉左衛門 1 天明4年5月 1784 包紙「石渡村清三郎屋敷証文入」
勝手不如意人馬無百姓役勤兼　礼銭
540匁
萢中村庄屋孫左衛門、五人組善助・
作右衛門の署名・承印あり
戸田清左衛門内　奈良岡多門の署
名・承印あり

46 3-1 差上証文之事 渡人石渡村安右衛門、
受人彦左衛門

萢中村孫左衛門 1 天保2年12月 1831 上納銭不納60目
庄屋亀弥、五人組惣右衛門の署名・
承印あり

47 3-2 永代相渡申田地之事
田畑2町5反8畝16歩

鳥町村渡人左衛門次郎
(御蔵百姓)

鳥町村長之助

鳥町村長之助

萢中村弥太郎

1 安永元年12月

安永7年12月

1772

1778

勝手不如意　礼銭1貫900目
石渡村庄屋利左衛門、五人組彦左衛
門・太次兵衛の署名・承印あり　
(代官)一戸半左衛門・黒滝長次郎の
署名・承印あり
安永7年12月に相対にて礼銭1貫500
匁で鳥町村長之助から萢中村弥太郎
へ (御蔵百姓)鳥町村左衛門次郎の
抱地

48 3-3 永々相渡シ申屋敷畑之事
(屋敷畑)9畝15歩

鳥町村渡人四五右衛門、
同村渡シ人四郎兵衛

鳥町村新五郎 1 明和6年3月 1769 勝手不如意　代銭48目
石渡村庄屋助七、五人組太次兵衛・
理左衛門の署名・承印あり

49 3-4 永代相渡申畑之事
畑7畝4歩
(石渡村仁右衛門抱地)

渡人鳥町村十兵衛、受
人同村五郎八

鳥町村長治郎 1 文化8年2月 1811 勝手不如意　礼銭70目
石渡村庄屋彦右衛門、五人組長右衛
門の署名・承印あり

50 3-5 永代相渡申田地証文之事
田2反3畝3歩
(石渡村御蔵(百姓)長右衛門
抱地）

渡人石渡村善助、受人
同村藤十郎

石渡村三左衛門 1 寛政7年2月 1795 礼銭150目
舟水村庄屋源助、石渡村五人組与兵
衛・喜兵衛の署名・承印あり

51 3-6 永代譲渡申田地之事
田2反3畝6歩
(萢中村領ニ有　三上久六様
御知行地)

渡人理右衛門、外瀬村
親類受人源十郎

塩屋久右衛門 1 天明6年正月 1786 勝手不如意　礼銭390匁
石渡村庄屋孫左衛門、五人組善助(孫
兵衛代)・作右衛門の署名・承印あり
裏書に「天明6年(1786)2月 (代官)
三上林七」の署名・承印あり　※最
後に寛政3年(1791)10月の堺屋久
右衛門から御蔵町左衛門への譲状が
付いている

52 3-7 （舟水村久作抱畑方入） 弘化4年カ 1847 三葉
「舟水村久作抱畑方入」の中に、「弘
化4丁未年当御収納手形入 十月」、
さらにその中に「手形入 花田伊三郎
様 土岐庄兵衛様」とあり、花田と土
岐は代官と思われる

53 3-8 永代相渡申畑方之事
畑4畝27部(歩)
（石渡村長右衛門抱地）

鳥町村渡人孫十郎、同
村受人惣左衛門

塩屋弥五兵衛 1 文政13年正月 1830 夫喰米不納　礼銭65匁
庄屋亀弥の署名・承印あり
端裏書に「孫十郎抱畑方」とあり

54 3-9 永代相渡田地之事
①田8反8畝10歩 鳥町村善
助抱地
②田6反8畝15歩 鳥町村五
郎八抱地
③田1反7畝4歩 鳥町村佐
(衛)門次郎抱地

萢中村本家孫左衛門、
御蔵町受人塩屋弥五兵
衛

石渡村孫四郎 1 天保5年正月 1834 本家・受人印あり
裏書に「表書之通承届者也 則日 庄
屋平助」の署名・承印あり
※平助は石戸谷平助と思われる

55 3-10 永代相渡申畑方証文之事
畑5畝15歩
(舟水村久作抱地)

萢中村本人与左衛門、
受人権太

御蔵町清蔵 1 文政8年3月 1825 勝手不如意　代銭150目
舟水庄屋林之丞、五人組善助の署名・
承印あり

56 3-11　
cf.管理
番号№
3-10

永代相渡畑方証文之事
畑5畝15歩
(舟水村久作抱地)

萢中村渡人与左衛門、
受人権太

萢中村孫左衛門 1 天保6年11月 1835 勝手不如意　礼銭33匁
庄屋林之丞、五人組善助・三十郎の
署名・承印あり

57 3-12 覚 石戸谷亀弥 白戸伊三郎、中村蔵
次郎

1 文政12年3月 1829 田畑仕込入用のために銭2貫500目
借用
引当として所持田方永代渡証文差上
裏書に「土堂村孫六田方証文入」と
あり

58 3-13 永代相譲田畑証文之事
田畑8町3畝23歩
(石渡村長右衛門、萢中村久
兵衛・五右衛門抱地)

渡人萢中村孫左衛門、
親類受同村勘助

銀主代越前屋惣助 1 文政11年2月 1828 勝手不如意　礼銭4貫300目
萢中村庄屋亀弥、五人組宗左衛門・
喜兵衛の署名・承印あり
(代官)石戸谷弥太郎・石村九八郎の
署名・承印あり

59 3-14 永代相渡申田畑之事
田畑2町4畝17歩
(田畑共土堂村御蔵百姓佐右
衛門抱地)

土堂村百性佐右衛門 土堂村平次郎 1 寛政6年12月 1794 勝手不如意人馬無　代銭600匁
土堂村庄屋孫次郎、五人組権六・長
兵衛の署名・承印あり
裏書に「表書之通承届者也 即日 (代
官)太田市左衛門・伊藤富次郎・吉村
理右衛門」の署名・承印あり

60 3-15 永代相渡候田方打分証文之事
田2反1畝20歩
(権六抱地の内)

本人平澤小左衛門 土堂村作助 1 寛政7年11月 1795 勝手相談ニ寄永代相渡 代銭60匁
土堂村庄屋孫次郎、五人組長兵衛の
署名・承印あり

61 3-16
cf.管理
番号№
3-17

永代相渡畑方証文之事
畑9畝24歩
(石渡村長右衛門抱地)

鳥町村渡人太三郎、同
村受人長左衛門

萢中村孫左衛門 1 文政3年正月 1820 勝手不如意　礼銭46匁
石渡村庄屋五右衛門、五人組喜兵衛・
宗左衛門の署名・承印あり
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62 3-17
cf.管理
番号№
3-16

畑方証文之事
畑9畝24歩
(石渡村長右衛門抱地)

鳥町村開発持主太三郎 1 文化14年12月 1817 荒地開発の畑方所持
石渡村庄屋彦左衛門、五人組惣左衛
門・藤兵衛の署名・承印あり

63 3-18 覚 鳥町村与之衛、つき、
仲立外瀬村伊介、親類
受人鳥町村六左衛門

萢中村孫左衛門 1 天保15年2月 1844 銭30目　永代売渡候
「右者私持分佐右衛門次郎畑代銭慥ニ
請取申候以上」とあり

64 3-19 永代相渡申田地之事
田2反2畝20歩
(舟水村林兵衛抱地の内)

外瀬村渡人茂左衛門、
同村親類受人勘三郎

萢中村孫左衛門 1 文化11年12月 1814 勝手不如意　礼銭160目
舟水村庄屋新兵衛、五人組勘四郎・
善助の署名・承印あり

65 3-20 永代相渡屋鋪証文之事
19歩
(佐助抱地)

渡人弥惣兵衛、受人三
之助

石渡村藤十郎 1 文政5年11月 1822 勝手ニ寄礼銭150目
萢中村庄屋亀弥、五人組宗左衛門、
喜兵衛の署名・承印あり

66 3-21 永代相譲申田方証文之事
田2反7畝19歩
(舟水村源四郎・長五郎・又
三郎の抱地)

譲人石渡村清左衛門 長八 1 寛政13年2月 1801 勝手ニ寄永代相譲り
舟水村庄屋源助、五人組助十郎・善
助の署名・承印あり

67 3-22 永々相渡申田地之事
田1反1畝18歩
(鳥町村長九郎抱地、御蔵地)

鳥町村長九郎 御蔵町佐五右衛門 1 宝暦13年12月 1763 勝手不如意　礼銭40目
石渡村庄屋助五郎、五人組太次兵衛・
喜右衛門の署名・承印あり 三上林七宛
裏書に(代官)三上林七の署名・承印
あり　端裏書「鳥町 長九郎」とあり

68 3-23 永代相渡申田畑之事
①田1町6反18歩(鳥町村御
蔵百姓長九郎抱地・同村ニ有)
②田3反1畝18歩(戸田清左
衛門様知行地・萢中村ニ在・
長九郎抱地）
③畑1反8畝11歩(萢中村領
ニ有　同人(長九郎)抱地)

御蔵町渡人佐五兵衛 吉郎右衛門 1 天明4年6月17日 1784 勝手不如意　礼銭300目
石渡村庄屋善助、五人組作右衛門・
喜兵衛の署名・承印あり
※裏書なし

69 3-24 永代相渡申証文之事
畑1反8畝6歩
(萢中村御蔵百姓長右衛門抱
地)

萢中村渡人長右衛門、
親類受人太郎助

萢中村弥太郎 1 天明2年7月 1782 勝手不如意　礼銭80匁
萢中村庄屋安右衛門、五人組孫左衛
門・作右衛門・善助の署名・承印あり

70 3-25 永代相渡申田地之事
(鳥町村(御蔵百姓)長九郎
抱地)

御蔵町渡人佐五右衛門鳥町村吉郎右衛門 1 天明4年6月17日 1784 勝手不如意　礼銭40目
石渡村代庄屋善助、五人組作右衛
門・喜兵衛の署名・承印あり
(代官)三上林七宛
三上林七の署名・承印あり

71 3-26 覚
田畑1町8反6畝13歩

土堂村庄屋彦七、同村
五人組孫次郎、右同断
権六

蒔苗村長右衛門 1 天明5年4月 1785 土堂村御蔵長兵衛死絶により上げ地
から長右衛門へ譲渡
(代官)花田伊三郎・土岐庄兵衛の署
名・承印あり

72 3-27 永代相譲田方証文之事 1 文政年代のもの 1818～
1830

書き損じ
勝手不如意　礼銭500目

73 3-28 永代相渡申田畑之事
田3町2反1畝8歩

御蔵町渡人吉郎右衛門、
同町請人吉三郎

萢中村孫左衛門 1 文化3年2月 1806 勝手に寄せ　礼銭1貫200目
庄屋の署名・承印は彦左衛門、五人
組の部分は切れて見えず

74 3-29 永代相渡申田畑之事
田畑2町4畝17歩
(田畑とも土堂村御蔵(百姓)
佐右衛門抱地） 
①田：此分荒地ニ而斎藤喜左
衛門様開発分ニ分地
②田：斎藤孫左衛門様知行地

土堂村平次郎 萢中村孫左衛門 1 享和3年正月 1803 勝手に寄せ　礼銭950匁
土堂村庄屋孫次郎、五人組専九郎・
彦七の署名・承印あり

75 4-1 覚 1 10月2日 「諸書管」記載の帯の内
端裏書に「石戸谷孫左衛門殿へ」と
あり

76 4-2 （書簡） 柳又伊三 石戸谷 1 6月8日 「諸書管」記載の帯の内
77 4-3 （断簡） 1 「諸書管」記載の帯の内

「銭2貫28匁 惣御連中様より頂戴」
とあり　

78 4-4 （書簡） 1 2月16日 「諸書管」記載の帯の内
端裏書に「石渡村庄屋中 (代官)工
藤九郎一ノ用事」とあり

79 4-5 （書簡） 1 2月7日 「諸書管」記載の帯の内
端裏書に「石渡村庄屋中様 川越縣」
とあり

80 4-6 覚 1 「諸書管」記載の帯の内
「大廻り入用銭45匁2歩6厘 内 泉や
(泉屋)23匁、御役所22匁2歩6厘 御
検見入用～」とあり

81 4-7 覚 藤代村代庄屋 牛馬取扱役石戸谷儀
兵衛

1 安政6年カ
未11月13日

1859「諸書管」記載の帯の内
馬斃死につき馬札ならびに皮上納の届

82 4-8 （書簡） 石戸谷儀兵衛 1 「諸書管」記載の帯の内
83 4-9 藤代村 御代官 1 子6月

元治元年カ
1864「諸書管」記載の帯の内

御代官の承印あり
人夫役17人 (八代)御郷蔵建て直し

84 4-10 町田村 御代官 1 子ノ6月
元治元年カ

1864「諸書管」記載の帯の内
御代官承印あり
人夫役17人 (八代)御郷蔵建て直し

85 4-11 舟水村 御代官 1 子6月
元治元年カ

1864「諸書管」記載の帯の内
御代官の承印あり
人夫36人　八代御蔵取建直し
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86 4-12 土堂村 御代官 1 子6月
元治元年カ

1864「諸書管」記載の帯の内
御代官の承印あり
人夫17人　八代御蔵取建直し

87 4-13 中崎村 御代官 1 子6月
元治元年カ

1864「諸書管」記載の帯の内
御代官の承印あり
人夫32人　八代御蔵取建直し

88 4-14 三世寺村 御代官 1 子6月
元治元年カ

1864「諸書管」記載の帯の内
御代官の承印あり
人夫50人　八代御蔵取建直し
※八代は三世寺の枝村

89 4-15 覚 小友村惣兵衛 1 「諸書管」記載の帯の内
馬斃死　尾や皮、馬札を上納の届

90 4-16 口上 孫■■ 石戸谷様 1 10月23日 「諸書管」記載の帯の内
91 4-17 （書簡） 1 10月25日 「諸書管」記載の帯の内

端裏書に「石戸谷儀兵衛～」とあり
92 4-18 （書簡） 1 12月11日 「諸書管」記載の帯の内
93 4-19 （書簡） 1 2月11日 「諸書管」記載の帯の内

「私支配萢中村与左衛門より申出」と
あり

94 4-20 覚 要二郎 萢中村様 1 11月8日 「諸書管」記載の帯の内
銭55匁5歩

95 4-21 覚 代庄屋彦次郎 石戸谷儀兵衛 1 文久3年10月 1863「諸書管」記載の帯の内
笹館村伝三郎の建馬・栗毛17歳斃死
の届

96 4-22 乍恐御答之覚 妙戸崎村百性重兵衛 妙戸崎村代庄屋藤蔵 1 巳10月
安政4年カ

1857「諸書管」記載の帯の内
馬札の名義に関わる問い合わせにつ
いての回答
藤蔵から(代官)唐(牛)十太郎・今
和作宛て

97 4-23 覚 長次郎堰懸人 藤代村庄屋中 1 午4月6日
明治3年カ

1870「諸書管」記載の帯の内
工作人夫6人　長次郎堰入用

98 4-24 覚 長次郎堰懸人 右村庄屋中 1 午3月20日
明治3年カ

1870「諸書管」記載の帯の内
工作人夫8人　長次郎堰入用

99 4-25 石渡村専四郎 石戸谷儀兵衛 1 5月27日 「諸書管」記載の帯の内
当村馬帳12冊差出

100 4-26 （断簡） 1 「諸書管」記載の帯の内
「手形此より御見引被成下度奉願候」
とあり

101 4-27 （書簡） 郡所馬調方 萢中村石戸谷儀兵衛 1 11月22日 「諸書管」記載の帯の内
「先頃申談之通馬帳引合之儀」とあり
裏に「御多留」等の記載あり

102 4-28 覚 齋藤次五左衛門 1 巳11月19日
安政4年カ

1857「諸書管」記載の帯の内
「2両180匁 藤代村右者青柳村領大門
大留切之内御手入御普請入用」とあり
「藤代石渡庄屋中 御代官」の包紙あり

103 4-29 （書簡） 詰丸 文弥 1 4月21日 「諸書管」記載の帯の内
昨日番当差遣候切手三通あり

104 4-30 覚 萢中村石戸谷 塩屋五兵衛 1 酉7月10日
文久元年カ

1861「諸書管」記載の帯の内
金頭、蝋燭之串など、75匁4分の費
用明細カ

105 4-31 勘助出候 1 「諸書管」記載の帯の内
後段に「孫左衛門出候」とあり、支
出のことのようだが詳細不明

106 4-32 （書簡） 1 6月12日 「諸書管」記載の帯の内
端裏書に「石渡庄屋中 御代官」とあり

107 4-33 （書簡） 1 「諸書管」記載の帯の内
断簡 道や橋の修繕等を実施して、往
来差支の無いようにすること等が書
かれている

108 4-34 （書簡） 1 7月20日 「諸書管」記載の帯の内
端裏書に「石戸谷儀兵衛様 鍛冶屋」
「細工料代之内金弐歩御遣し被成下慥
入帳仕候」とあり

109 4-35 （書簡） 1 「諸書管」記載の帯の内
端裏書に「石戸谷儀兵衛様」「他郷馬
願之節土手町蝋屋被到出候」とあり

110 4-36 覚 1 12月10日 「諸書管」記載の帯の内
端裏書に「石渡庄屋中 御代官」とあ
り、水門のサイズ・樋の代銭につい
て書いたもの

111 4-37 (断簡) 孫左衛門 亀弥 1 「諸書管」記載の帯の内
112 4-38 (断簡) 石戸谷様 善太郎 1 「諸書管」記載の帯の内
113 4-39 (断簡) 1 「諸書管」記載の帯の内
114 4-40 断簡（覚） 又八 1 「諸書管」記載の帯の内

「拾九本 村市分 又八」とあり
115 4-41 覚 斎藤次五左衛門 1 巳11月24日

安政4年カ
1857「諸書管」記載の帯の内

「小作六人　石渡村」とあり
青女子村の大川普請御用のためと思
われる

116 4-42 覚 斎藤次五左衛門 1 巳11月23日
安政4年カ

1857「諸書管」記載の帯の内
「小作七人　藤代村」とあり
青女子村の大川普請御用のためと思
われる
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117 4-43 覚 斎藤次五左衛門 1 巳11月15日
安政4年カ

1857「諸書管」記載の帯の内
「小作七人　藤代村」とあり
青女子村の「大川大留切御手入御普
請御用受取如件」とあり

118 4-44 (断簡) 1 「諸書管」記載の帯の内
119 4-45 覚 6 巳4月3日、4月4日、

4月5日、4月6日、
4月7日、5月11日
安政4年カ

1857「諸書管」記載の帯の内
6葉「大川村源右衛門田方地下ケ人
夫」についての覚　印あり

120 4-46 覚 石戸谷儀兵衛
掛合　庄屋惣七

9 丑9月
慶応元年カ

1865「諸書管」記載の帯の内
9葉 「青女子村大川入用受取」の覚　
印あり

121 4-47 断簡（永代相譲申候） 1 「諸書管」記載の帯の内
「親類相談之上貴殿江永代相譲申候」
とあり

122 4-48 （書簡） 1 12月22日 「諸書管」記載の帯の内
端裏書に「石渡御役所御手代中様 石
渡ノ庄屋文弥」「別紙小手形在中」と
あり 買い入れた小手形上納の報告カ

123 4-49 覚 右村庄屋中 御普請所 1 午7月11日
安政5年カ

1858「諸書管」記載の帯の内
山作人夫3人　藤代村長八
藤代村長次郎セキ所の御入水方入用
関係のもの　印あり

124 4-50 覚 鳶ノ松右衛門 1 巳9月5日
安政4年カ

1857「諸書管」記載の帯の内
大川御普請入用　印あり

125 4-51 覚 御普請所 1 ミ9月3日
安政4年カ

1857「諸書管」記載の帯の内
大川御普請入用　印あり

126 4-52 覚 徳左衛門 1 巳9月5日
安政4年カ

1857「諸書管」記載の帯の内
印あり

127 4-53 覚 御手代中様 代庄屋又次郎 1 2月13日 「諸書管」記載の帯の内
「右者二月十二日に御蔵出し仕候」
とあり

128 4-54 （書簡） 1 12月21日 「諸書管」記載の帯の内
端裏書に「石渡村庄屋中 御代官」と
あり
買入米について不納がある事から、
これまでの手形を持参することを命
じたもの

129 4-55 (断簡) 1 「諸書管」記載の帯の内
130 4-56 (断簡) 1 「諸書管」記載の帯の内
131 4-57 覚 庄屋永太郎 石戸谷儀兵衛 1 6月10日 「大正六年二月業■調」の内
132 4-58 覚 論立方手代小使 庄屋中 1 9月16日 「大正六年二月業■調」の内
133 4-59 （断簡） 1 「大正六年二月業■調」の内

包紙カ「萢中石戸谷儀兵衛」とあり
134 4-60 (略節) 木村安五郎 萢中村様 1 12月17日 「大正六年二月業■調」の内
135 4-61 （書簡） 在府丁 亀や(亀弥)様 1 「大正六年二月業■調」の内
136 4-62 口上 奉行中 石戸谷様 1 閏2月18日

嘉永5年カ
1852「大正六年二月業■調」の内

「昨十一日御検地人→早馬弐疋仰出被
成候」

137 4-63 （書簡） 石戸谷亀弥カ 1 3月7日 「大正六年二月業■調」の内
138 4-64 口上 1 9月14日 「大正六年二月業■調」の内

「祭礼に付遠方より出入之者参」
※管理番号№4-75と同一筆跡

139 4-65 （断簡） 「大正六年二月業■調」の内
「四月十一日水木在家村より山買人相
談ニ参候様にて馬弐疋引連れ候」と
あり

140 4-66 （書簡） 馬喰締役五郎右衛門
次郎八

萢中村石戸谷儀兵衛
様

1 2月5日 「大正六年二月業■調」の内
「組下馬喰共則日不残呼寄」とあり

141 4-67 （書簡） 石戸谷儀兵衛様 1 3月8日 「大正六年二月業■調」の内
「為御祭礼青駒拾弐匁」とあり

142 4-68 （書簡） 塩屋九郎右衛門様 1 3月8日 「大正六年二月業■調」の内
「為御祭礼青駒弐匁」とあり

143 4-69 （書簡） 木村岩五郎 石戸谷儀兵衛 1 12月17日 「大正六年二月業■調」の内
「御祭礼青駒弐拾目と懸計置与願」と
あり

144 4-70 （断簡） 1 7月18日 「大正六年二月業■調」の内
「七月十八日郷馬勤方■んき之事」と
あり

145 4-71 （断簡） 1 「大正六年二月業■調」の内
「苅テ山江登山之事四月廿七日之候」
とあり

146 4-72 覚 鰺ヶ沢町弁次郎、喜
兵衛、勇吉

1 亥ノ八月
文久3年カ

1863「大正六年二月業■調」の内
買馬について売券を添えての申し出

147 4-73-1（書簡） 塩屋善兵衛 石戸谷平助 1 「大正六年二月業■調」の内
148 4-73-2（書簡） 1 「大正六年二月業■調」の内

※管理番号№4-73-1の尚々書
149 4-74 （書簡） 成田松太郎 萢中村庄屋文弥様 1 「大正六年二月業■調」の内

「以前之通帯刀御面之上諸仕立方取扱
被仰付」とあり
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150 4-75 （書簡） 石戸谷儀山様 1 9月6日 「大正六年二月業■調」の内
「馬懸り馬手配難儀にて私以遠慮迷
惑」とあり
※管理番号№4-64と同一筆跡

151 4-76 口上之覚 1 6月 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
三世寺土場所について「土場所御入
用山作人夫不残御割付被仰付村々一
統難儀仕」とあり

152 4-77 （書状） 石戸谷様 1 10月20日 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
裏書に「萢中様」「御馬合無御座候
ハ々」とあり

153 4-78 覚 馬調方 石戸谷儀兵衛 1 11月5日 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
「栗毛18才駒青女子村幸吉
青毛11歳駒小友村卯兵衛」とあり

154 4-79 乍恐口上之覚 石戸谷村佐藤文衛 (代官)花(田)運吉・
工(藤)九郎一

1 4月13日 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
裏書に「申出之通御届候 四月十三日 
御代官」
郷蔵取り立てについて申し出
※八代御蔵関係カ

155 4-80 （書簡） 富太郎 儀兵衛 1 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
破損の恐れあり未開封

156 4-81 口上 花田文三郎 石戸谷様 1 12月8日 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
「為御薬札青駒六匁」

157 4-82 （書簡） 木村岩五郎 石戸谷儀兵衛 1 9月2日 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
甲冑について書いたもの

158 4-83 （書簡） 塩屋九郎兵衛 石戸谷儀兵衛 1 10月朔日 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
「酒沢山御恵贈承候」とあり礼状

159 4-84-1（書簡） 塩屋庄三郎 石戸谷儀兵衛 1 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
破損の恐れあり未開封

160 4-84-2（書簡） 神久右衛門 石戸谷儀兵衛 1 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
破損の恐れあり未開封

161 4-85 （書簡） 御代官 石渡村庄屋中 1 4月13日 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
御蔵取建について、上納銭未納ある
ことから皆納する事とあり
※八代御蔵関係カ

162 4-86 （書簡） 土堂村内小地 石戸谷様 1 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
破損の恐れあり未開封 「先頃馬拝借
之儀願上候処」とあり

163 4-87 （断簡） 1 12月11日 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
「餅米代九十目差上」とあり

164 4-88 （包紙） 石戸谷村庄屋中 1 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
165 4-89 記 又右衛門他一名 円次郎・助七・孫八 1 5月2日 「諸書停 大正六年弐月六日」の内

「当年杣入申度相談ニ相成候」とあり
166 4-90 口上 文弥 庄三郎 1 10月2日 「諸書停 大正六年弐月六日」の内

半合羽の今一日拝借願
167 4-91 （包紙） 妙戸崎村庄屋米太郎 石渡村石戸谷儀兵衛 1 「諸書停 大正六年弐月六日」の内
168 4-92 （書簡） 庄三郎 孫兵衛様 1 「大正六年弐月書信」こより綴じの内

亀甲鈴木一昨日御締に付、町役に御
預けを知らせたもの

169 4-93 記 謙六 小次郎 1 10月8日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「田方増米取立勘定帳・田方図式弐
枚 右之通御回状従願上」とあり

170 4-94 口上 謙六 庄三郎　鉄右衛門 1 9月21日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「駄下増銭勘定帳御廻被下度」とあり

171 4-95 （書簡） 葛西文四郎 石戸谷小次郎 1 10月11日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
拝借銭之儀

172 4-96 実数調之表 三世寺村代庄屋熊七郎 鳴謙六・福平内・谷
永太郎

1 巳五月
安政4年カ

1857「大正六年弐月書信」こより綴じの内
※受取人の3名は代官と思われる

173 4-97 （書簡） 大川村藤田壱三郎 1 7月12日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「中崎村漆畑初納附御給地願」とあり

174 4-98 （書簡） 戸長 石戸谷孫衛 1 閏6月12日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
175 4-99 （断簡） 1 6月1日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内

「其節御約申上候分」とあり
176 4-100（書簡） 1 「大正六年弐月書信」こより綴じの内

内容は村役の賄等について
177 4-101（書簡） 市太郎 小次郎 1 11月21日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内

裏書「石戸谷孫衛様 神市太郎」
178 4-102（書簡） 元高杉組 戸長・副戸長 1 10月19日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内

第廿三区
179 4-103 口上 藤田巻三郎 鳴海謙六 1 11月12日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内

裏書に「藤田巻三郎殿 鳴海謙六」
※鳴海は代官と思われる
「御駄下増銭儀勘定帳」

180 4-104（書簡） 工藤セイ太郎 石戸谷孫衛 1 10月5日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「困窮之到候間仕テ願クハ」

181 4-105（書簡） 五郎衛門役場 石戸谷孫衛 1 1月8日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
明9日役場へ出頭を命じたもの　
裏書に「萢中村石戸谷孫衛殿 五軒組
五郎右衛門役場」とあり



―  59 ―

番号 管理
番号 標題 差出・制作 受取人 数

量 成立 西暦 備考

182 4-106（書簡） 戸長 1 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
裏書に「第廿三大区五 戸長御中 月番」
とあり
樋水門古木拵代につき、正副戸長の
呼び出し

183 4-107 覚 今野五兵衛 石戸谷孫衛 1 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「此問札三円四拾壱銭一厘九毛」とあり

184 4-108（書簡） 鳥町村戸長役場 石戸谷孫衛 1 明治13年8月27日 1880「大正六年弐月書信」こより綴じの内
裏書に「萢中村石戸谷孫衛 鳥町村戸
長役場」とあり
役場への出頭連絡

185 4-109 覚 泉や(泉屋)三次郎 藤田様 1 10月19日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
裏書に「藤田様 泉や三次郎」とあり
石戸谷幸次郎から米の貸付について
延引を願い出たものカ

186 4-110 覚 町田藤代両村五軒組
同頭　善次郎以下6名　
重立文右衛門

石戸谷小次郎 1 明治5年3月9日 1872「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「村方惣帳面吟味方願之通被仰付」と
あり

187 4-111 記 戸長 石戸谷孫衛 1 3月24日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
青森県第三大区　正副戸長

188 4-112 記 1 4月1日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「一 銭四百匁 木品買入」等

189 4-113 口上 鳴海 萢中石戸谷様 1 11月25日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
裏書に「萢中石戸谷様 鳴海 作人手
形在中」とあり
内容は「駄下増銭之義」　※鳴海(謙
六)は代官と思われる

190 4-114（書簡） 廿区内小六区戸長 廿三区戸長御中 1 10月29日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
内容は「貢米金納之儀」について

191 4-115（断簡） 1 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
192 4-116（書簡） 1 「大正六年弐月書信」こより綴じの内

内容は「駄下増銭」のこと
193 4-117 (書簡） 石戸谷孫兵衛 1 10月5日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内

「来ル八日午後五時過ヨリ東奥義塾」
云々とあり

194 4-118（下書） 副戸長石戸谷孫衛 青森県検見出役芹川
高正

1 明治5年11月22日 1872「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「第二十三区川前畑方常検見仕出張可
引入」とあり

195 4-119 口上書 助や 平助 1 8月9日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「甚乍御面倒此知らせ状早速御届」と
あり

196 4-120 石代金御取延願 1 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
石渡村・大川村の内容

197 4-121 達 青森県権令菱田重禧 第三大区六ノ小区戸長 1 4月20日 1873「大正六年弐月書信」こより綴じの内
明治6年3月の神社改正に付き社務取
扱を差し免ぜられたもの

198 4-122（書状） 郡所馬調方 石戸谷平助 1 11月5日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「上納銭之義」明後七日四時頃郡所へ
罷越とあり

199 4-123（断簡） 1 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
清兵衛抱について

200 4-124（書簡） 御検見■衛 佐藤利助 1 9月2日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
※佐藤利助は代官か検見人と思われる

201 4-125 覚 1 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
米五升七合とあり

202 4-126（書簡） 1 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「大川村領田方弐反壱畝拾三歩 善兵
衛抱 出銭諸郷役 籾共出候」とあり

203 4-127 口上 萢中様 1 3月20日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
代料弐円について

204 4-128（書簡） 小野元兵衛 石戸谷平助 1 12月8日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「為御薬札」とあり

205 4-129 覚 1 午12月
安政5年カ

1858「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「一 銀百六拾匁 午十二月 高杉組」
とあり

206 4-130 記 1 旧正月15日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
銀の拝借、父の酒代のこと

207 4-131（書簡） 弥左衛門 石戸谷 1 旧10月7日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
石代について

208 4-132（書簡） 1 8月7日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
弘前大区役所にて各小区より出金し
て御備金とする内容

209 4-133（書簡） 石戸谷 1 10月7日 「大正六年弐月書信」こより綴じの内
「勘定銭へ御取懸ニ相成候」とあり

210 4-134（書簡） 庄三郎 石戸谷儀兵衛 1 8月22日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
私信

211 4-135（書簡） 小兵衛 儀兵衛 1 6月15日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「来る15～16日に馬3疋拝借したい」
という内容
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212 4-136 覚 代庄屋紋右衛門 牛馬御取扱役中 1 亥6月
文久3年カ

1863「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
小友村右三郎の青毛・当12才駒斃死
により、耳・皮・尾・蹄等上納届

213 4-137（書簡） 1 10月13日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
年賦銭について11月下旬までに返済
したいという内容
裏書に「萢中村 孫■■■」とあり※
■部分は孫左衛門カ

214 4-138（書簡） 1 極月19日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
裏書に「■■年 若党丁」とあり

215 4-139（書簡） 小山房店 石戸谷様 1 極月25日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
買い物代改め文弥様へ帳合　自分の
二男は学校をやめて店の手伝いをし
ているという内容

216 4-140 口上 主丁 石戸谷孫蔵 1 12月12日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
焚炭20俵尊宅まで付け上げ依頼、代
銭上納するという内容カ

217 4-141 乍恐口上之覚 木筒村庄屋甚五郎 唐十太郎・花運吉 1 戌6月
文久2年カ

1862「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「青毛５才駒の売買について、馬札の
譲渡がなく、売券のみ 売券は広田組
漆川村三四郎の名義なので調査の上
で馬札を交付して頂きたいという」
内容

218 4-142（書簡） 太田 石戸谷様 1 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「今日本勘定相成候」とあり

219 4-143 口上 1 2月22日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「手金も不足ニ相成殊ニ大迷惑仕候」
とあり

220 4-144 口上 要■ 庄屋様 1 12月16日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「六拾九匁弐分 御用銭差残之上納」
とあり

221 4-145（書簡） 1 正月14日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
餅米代2ヶ年分についての内容

222 4-146 御陳 1 4月20日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
裏書に「萢中村文弥様 高田清野」と
あり
「御返事之義ハ廿三日四日頃迄」とも
あり

223 4-147（書簡） 1 9月12日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内　

224 4-148（書簡） 1 4月1日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内

225 4-149 覚 桑原十右衛門 石戸谷　様 1 12月12日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「一 白米弐斗御屋敷分 一 白餅米弐
斗田茂木丁 竹内多作分」とあり

226 4-150（断簡） 1 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「養親為病養温湯江湯治願済ニ相成
去四日同所江罷越申候」とあり

227 4-151 口上 種市村類右衛門 石渡村庄屋中　様 1 10月8日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「替人夫之義度々御願奉申上候、即而
迷惑ニ奉存候得共、右九人不残明後
十日中～御普請所々相勤申上候」と
あり

228 4-152 覚 木筒村庄屋甚五郎 石戸谷儀兵衛 1 亥6月6日
文久3年カ

1863「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
裏書に「馬札願之義 上 木筒村庄屋
甚五郎」 馬43疋の馬札を譲渡願うもの

229 4-153（断簡） 1 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
味噌や餅米についての内容

230 4-154（書簡） 柳米蔵 石戸谷儀兵衛 1 11月26日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「奥方懐指之処三日四日頃帯来月〆之
御積之代上候」とあり

231 4-155（書簡） 御代官 石渡村庄屋中 1 3月15日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
裏書に「石渡村庄屋中 御代官」 石渡
村代庄屋文弥が忌中のため、鳥町村百
姓要次郎が当分代庄屋を務める内容
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232 4-156 覚 野木村庄屋藤太郎 石戸谷儀兵衛 1 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
野木村甚太郎の「栗毛当拾歳駒」が
病死し皮を送るとの内容

233 4-157（書簡） 米吉 りり 1 11月9日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内

234 4-158（書簡） 大坂屋節右衛門 石戸谷儀兵衛 1 11月12日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
婚姻案内（倅国太郎方江山内才吉娘
婚姻）

235 4-159（断簡） 1 11月4日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
明後6日親17回忌のお知らせ

236 4-160（尚々書） 1 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「先頃申上候分今日口上より差上可申
候間此段先奉申上候」とあり

237 4-161（書簡） 1 3月30日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「同所御備之内より相渡成来ニ付右儀
銭数拾三匁三分六厘」とあり

238 4-162（書簡） 御代官 石渡村 1 子3月
元治元年カ

1864「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「山作人夫弐拾七人七歩右ハ船水村領
開発田方水沢土居積立入用」とあり

239 4-163（下書） 野木村代庄屋藤三郎 (代官)唐(牛)十太
郎・三(浦)彦助

1 安政6年6月 1859「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
青毛8才駒売却後の馬札の発行を要望

240 4-164（書簡） 御代官　藤代村より 川添村庄屋中 1 6月20日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「駒越村矢来より債留迄鮎漁御差留」
とあり

241 4-165（名簿） 1 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
紺屋町・亀甲町・春日町・館野村・
横丁・猿賀組・川端丁・土手町等人
名　〆36軒分

242 4-166（書簡） 御代官 萢中村庄屋中 1 4月■日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
外瀬村漆木の馬除土居取崩之義者土
居築直しをする内容

243 4-167 建書付之覚 1 安政2年6月 1855「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
3疋の藤代村の2才駒見分 反故カ

244 4-168（包紙） 1 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「馬買替之儀ニ付御願 上 種市村代庄
屋三十郎」からだされたもの

245 4-169-1覚 松田助三郎 石戸谷　様 1 戌12月
文久元年カ

1861「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
11月差引残　

246 4-169-2（書簡） 庄屋藤三郎 石戸谷　様 1 3月20日 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「私支配半次郎馬買替之儀ニ付度々御
用状被仰付恐入」とあり

247 4-170 覚 1 「諸書簡 大正六年二月 業■」のこよ
り綴じの内
「残〆弐百四拾七匁御役所差越之表」

248 4-171（断簡） 1 1865「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「丑ノ正月より同十二月迄賄米代」の
記録※丑年は慶応元年(1865)カ

249 4-172（書簡） 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「米百俵三斗五升 石渡村」とあり

250 4-173（書簡） 1 11月1日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「米合百弐拾壱俵五升七合舟水村」 裏
書に「十一月朔日 手形廿七匁」とあり

251 4-174（書簡） 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「米六拾俵弐斗八升三合 石渡村」と
あり

252 4-175（書簡） 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「米壱俵弐斗 石渡村」とあり

253 4-176（包紙） 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「石渡村御役所ニ而石戸谷弥太郎様」
とあり

254 4-177（書簡） 詰合手代 石渡村庄屋中 1 12月2日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「助銭相廻不申候」とあり

255 4-178（書簡） 作平 駒太郎・亀弥 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内　
256 4-179 口上之覚 彦二郎 石戸谷　様 1 7月 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内

「拝見仕候絵本之儀」とあり
257 4-180（書簡） 御代官 石渡村庄屋中 1 9月11日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内

「答書差出不申甚不埒ニ候」とあり
258 4-181（書簡） 1 天保10年12月 1839「諸書翰 大正六年二月」綴じの内

「藤代組石渡村鳥町村萢中村御用銭」
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259 4-182（書簡） 1 5月10日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「御願も甚迷惑ニ御座候」とあり

260 4-183 口上 1 9月23日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「大根残之由乍御迷惑明日一日何分願
申上候」とあり

261 4-184 覚 石渡村代庄屋文弥 1 1862「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「萢中村寅平と申者戌年大小拝借」と
あり
※戌年は文久2年(1862)カ

262 4-185（書簡） 1 8月21日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「昨日三次郎ヲ以願奉申上候」とあり

263 4-186（断簡） 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「妙堂崎村馬喰明跡有之ニ付、同村前
助と申者印札渡方之上馬喰家業申付
候」とあり

264 4-187 覚 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「芥 六百拾玉入壱袋 惣〆弐貫二百八
拾匁」とあり

265 4-188 口上之覚 高杉組村々庄屋共 花運吉・工九郎一 1 子4月
元治元年カ

1864「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「飯料行届兼難儀」につき「夫喰米拝
借願」

266 4-189（書簡） 1 10月5日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「前紙之通宗判不残上納仕」とあり

267 4-190（断簡） 御代官 石戸谷儀兵衛 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「駄下米割合入用有之 斃馬早々取
調」とあり

268 4-191 覚 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「勝手不如意」「礼銭七拾八匁」永代
相渡証文の写しカ

269 4-192（書簡） ノ木(野木)村孫助 1 文政11年2月 1828「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「当秋十一月中急度上納」「若不納之
節ハ此受人より上納可到候」とあり

270 4-193 覚 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
名簿「〆十六軒」

271 4-194（目録） 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「川鮭弐本」等

272 4-195（断簡） 1 11月22日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「牛馬取扱能」云々

273 4-196（断簡） 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「右者前書之通上納仕候間御請取被下
度奉願上候」とあり

274 4-197（馬の買券） 佐次兵衛 (儀兵衛宛カ) 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
斃死届「青毛四歳 拾七歳 三歳」３
頭分 佐次兵衛の印あり

275 4-198（断簡） 成田専五郎 庄屋文弥 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
276 4-199（歌） 御代官花田運吉・工

藤九郎一
1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内

２首書かれている
277 4-200（断簡） 田市 石戸谷　様 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内　
278 4-201（断簡） 萢中村 御蔵町大工様 1 11月 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
279 4-202 御触状之写 御代官 藤代組村々庄屋中 1 11月17日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内

裏書「御用写 廻状 御代官 石渡村よ
り」長勝寺霊屋外廻土塀手入方につ
いて仮の簀垣引き剥ぎ取ったものが
いる

280 4-203（断簡） 御代官 三世寺・大川・青女子・
小友各村々庄屋中

1 6月8日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内

281 4-204（書簡） 鎌田勘六 石戸谷文弥 1 10月20日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
二男大工見習の届カ

282 4-205（書簡） 詰合手代 石戸谷儀兵衛 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
裏書に「御用 石戸谷儀兵衛様 詰合
手代 石渡村より写」「過日申上候用
水堰之義」とあり

283 4-206（書簡） 1 子4月
元治元年カ

1864「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「萢中村・船水村境界論地之場所江植
付候漆木抜捨殊ニ土居散々破損仕候
処」→犯人を捜索しているが、そう
した者はいないとの回答

284 4-207 覚 御代官 藤代堰水下庄屋中 1 4月25日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
裏書「藤代堰水下庄屋中御用 御代官」 
藤代堰留切入用木品不足のため拝借銭

285 4-208 口上 角田勇蔵・成田松太郎 庄屋文弥 1 9月17日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
裏書に「庄屋文弥様 御用 角田勇蔵 
成田松太郎」「借用銭早速上納ニ相成
候処」とあり ※角田と成田は代官と
思われる

286 4-209 覚 石田屋甚右衛門 1 亥4月22日
文久3年カ

1863「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「石渡村鹿毛壱枚・尾・蹄共代６匁６
分」の代金支払書

287 4-210 覚 竹内四郎左衛門 御手代中様 1 巳5月7日
明治2年カ

1869「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
受取「御膳物代之受取 円子四両弐匁」

288 4-211（断簡） 山形三郎兵衛 御代官中 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
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289 4-212（書簡） 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
馬の買券5枚・売券3枚を則奉上した
ものカ

290 4-213（書簡） 1 6月2日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
馬の買券5枚・売券3枚 その内帳面
に佐五左衛門とあるが、買券には嘉
七とあるので修正して欲しいと要求

291 4-214（書簡） 神孫蔵 石戸谷儀兵衛 1 12月27日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
「当年拝借の5両を早速返納すべき 不
義理は良くない」と催促した内容

292 4-215 口上 萢中石戸谷様 1 酉7月4日
文久元年カ

1861「諸書翰 大正六年二月」綴じの内

293 4-216（断簡） 茂左衛門 亀弥 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内　
294 4-217（書簡） 藤田助弥 石戸谷儀兵衛 1 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内

法事の知らせ
295 4-218 覚 森与一郎 石戸谷　様 1 6月21日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内

裏書に「萢中村庄屋中 森与一郎 御用」
とあり、森の印あり
※森は代官と思われる

296 4-219 覚 種市村代庄屋三十郎 石戸谷儀兵衛 1 10月22日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
半右衛門の青毛17歳駒が斃死したの
で皮・尾・平蹄札共を上納

297 4-220（書簡） 宿長次郎 孫次郎・勘助・専次郎・
新兵衛

1 10月10日 「諸書翰 大正六年二月」綴じの内
裏書に「萢中石渡舟水堰役中様 藤代
せき当ばん」「藤代堰勘定仕度御座候
得共短日ニ付」とあり

298 5-1 （書簡） 文助 左衛門様 1 7月14日 「理左衛門様前紙証文御渡」とあり
299 5-2 請取分方 庄や専介 三五郎様 1 11月28日 「文化四卯辛より当年迄十四ヶ年之間

孫左衛門より上納 取り帳表此取ニ而
三斗四升三分宛不足ニ相成候」とあり

300 5-3     
cf.管理
番号№
7-68

覚 1 1868 弟儀兵衛の建家石渡村1軒 昨辰年
夫々家建江取懸候 分地は養父存生中
の頃からの計画 弟源蔵、養弟寅吉 
二男豊吉への分地記載あり ※辰年は
明治元年(1868)カ

301 5-4
cf.管理
番号№
7-34

（書簡） 藤田五三郎 1 3月22日 相坂直之進が御蔵百姓佐三郎所持の
諸役を滞納したという内容

302 5-5 記 1 林崎村他7ヶ村の有札について
303 5-6 （目録） 1 本家・借地・百姓・高無等の軒数を

調べたもの
304 5-7 （包紙） 1 「田舎舘より」とあり
305 5-8 （書簡） 1 「七人役彦八抱」上中下の分類あり
306 5-9 （書簡） 1 「久兵衛抱 田方」上中下の分類あり
307 5-10 （書簡） 庄屋彦衛門 勘左衛門 1 2月16日 「石渡村与八 田方・畑方」上中下の

分類あり
308 5-11 覚 1 鳥町村の耕作人と高等を列記したもの
309 6-1 記 組頭成田鉄太郎 石戸谷儀兵衛 1 明治7年9月 1874 乕列掟病引防費に包まれたもの

儀兵衛は石渡村24番
善助名代 「地券御下渡し止仮証文如
件」とあり

310 6-2 借用証文之事 請人石戸谷孫衛・本人
萢中村石戸谷平助・組
頭對馬五郎兵衛

白崎源蔵 1 明治6年2月7日 1873 乕列掟病引防費に包まれたもの
請人・本人・組頭の署名・印あり
借用は藩札百両也

311 6-3 借用証書 本人石戸谷平助・証人
石戸谷源蔵

藤田(五郎兵衛カ)様 1 明治10年7月25日 1877 乕列掟病引防費に包まれたもの
籾20俵 引当として石渡村石戸谷儀
兵衛住居家屋敷古券并建屋手板 本
人・証人の印あり

312 6-4 地所書入証 石戸谷平助 山形伝八 1 明治9年10月8日 1876 乕列掟病引防費に包まれたもの
借人石戸谷平助・証人石戸谷惣左衛
門（鳥町村）
土手町の山形伝八より100円借用
印紙・借人・証人印、第三大区五小
区副所長平川棟世の印、村用係石戸
谷総左衛門の印あり

313 6-5 覚 石戸谷亀弥 中村久左衛門 1 文政11年2月 1828 乕列掟病引防費に包まれたもの
銭2貫目ハ定 借用手形 裏書に「反
別入鳥町勘五郎」とあり

314 6-6 証書 請人石戸谷孫衛・本人
石戸谷平助

白崎源蔵 1 明治7年2月 1874 乕列掟病引防費に包まれたもの
42円の借用 田形地券引当 請人・本
人印あり

315 6-7 （断簡） 石戸谷平助 山内弥五兵衛 1 明治10年6月12日 1877 乕列掟病引防費に包まれたもの
借用書の一部 平助の印あり

316 6-8 家屋敷書入之証 借主石戸谷儀兵衛・証
人石戸谷平助

蔵主町藤田五郎兵衛 1 明治9年9月14日 1876 乕列掟病引防費に包まれたもの
米15俵を石渡村24番家屋敷反別を引
当で借用 印紙 借主・本人の印あり

317 6-9 覚 本人石戸谷平助・請人
石戸谷孫衛

中屋嘉六 1 明治6年3月 1873 乕列掟病引防費に包まれたもの
藩札50両(利息2分半)を所持の孫衛
の田方反別帳にて借用 本人印あり

318 6-10 借用銭之事 本人藤吉郎・受人庄助相模屋久右衛門 1 文政6年12月 1823 乕列掟病引防費に包まれたもの
銭60目は定 私所持佐助屋敷と長右
衛門抱畑地引当で借用 庄屋亀弥の署
名・承印あり
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319 6-11 （書簡） 郷長役所 石戸谷平助 1 3月23日 乕列掟病引防費に包まれたもの
「別紙御願之趣聞置候条券状書替御
願」とあり

320 6-12 借用証文之事 本人石戸谷平助・請人
石戸谷小次郎・石戸谷
文弥

(御蔵町)中屋嘉六 1 慶応3年 1867 乕列掟病引防費に包まれたもの
銭5貫987匁を萢中村孫左衛門抱え
田方等を引当で借用代庄屋半吉の署
名・承印あり

321 6-13 覚 請人石戸谷平助・請人
石戸谷文弥・本人石戸
谷儀兵衛

御蔵町中屋嘉六 1 文久4年2月 1864 乕列掟病引防費に包まれたもの
銭3貫120目を孫左衛門抱え田方等を
引当で借用 請人・本人の署名・印あ
り 庄屋文弥の署名・承印あり

322 7-1 貞享四年五月　鼻和庄藤代組
石渡村百姓持高反別帳

一戸八左衛門・館山甚
五郎

石渡村百姓左衛門次
郎

1 元禄3年6月 1690 一戸・館山の署名・印あり

323 7-2 貞享四年五月　鼻和庄藤代組
石渡村百姓■■■■帳

壱戸八左衛門・館山甚
五郎

石渡村百姓孫左衛門 1 元禄3年6月 1690 一戸・館山の署名・印あり

324 7-3 貞享四年五月　鼻和庄藤代組
鳥町村百姓持高反別帳

壱戸八左衛門・館山甚
五郎

鳥町村百姓左衛門次
郎

1 元禄3年6月 1690 一戸・館山の署名・印あり

325 7-4 天明年中藤代組萢中村荒畑調
書上帳

石渡村代庄屋惣左衛門 1 天保12年6月 1841 惣左衛門・藤助・平助の抱地の荒畑
書上 控

326 7-5 万延元年当御収納米銭上納通 土堂村越石孫左衛門・
庄屋彦七

御代官唐牛十太郎・
三浦彦助

1 万延元年10月多雨 1860 (代官)唐牛十太郎・三浦彦助・庄屋
彦七の署名・承印あり

327 7-6 当御収納米銭上納通 土堂村越石孫左衛門 (代官)唐牛十太郎・
今和作

1 安政5年10月 1858

328 7-7 当御収納米銭上納通 百姓孫左衛門・代庄屋
要次郎

御代官唐牛十太郎・
三浦彦助

1 安政6年10月 1859 代庄屋要次郎・(代官)唐牛十太郎の
署名・承印あり

329 7-8 当諸納銭之通 土堂村越石孫左衛門 1 安政6年12月 1859「御用銭口」
330 7-9 七拾五円之内　当御収納米銭

上納通
越石孫左衛門 1 安政6年10月 1859

331 7-10 午年分御用銭之通 石渡村孫左衛門 1 安政6年3月 1859
332 7-11 三拾弐冊之内　山作人夫并諸

色通
越石孫左衛門・代庄屋
新太郎

1 文久2年4月 1862 代庄屋新太郎の署名・承印あり

333 7-12 当御収納米銭上納通 土堂村孫右衛門・庄屋
彦七

御代官唐牛十太郎・
花田運吉

1 文久2年10月 1862 (代官)唐牛十太郎の署名・承印あり

334 7-13 当御収納米銭上納通 土堂村越石孫左衛門 御代官花田運吉・工
藤九郎一・庄屋彦七

1 文久3年10月 1863 (代官)花田運吉の署名・承印あり

335 7-14 八拾六冊之内　当御収納米銭
上納通

船水村孫左衛門 御代官唐牛十太郎・
花田運吉・藤代村代
庄屋利助

1 文久2年10月 1862 (代官)花田運吉・代庄屋利助の署
名・承印あり

336 7-15 当御収納米銭上納通 萢中村孫左衛門 御代官花田運吉・工
藤九郎一・舟水村代
庄屋新太郎

1 文久3年10月 1863 (代官)花田運吉・代庄屋新太郎の署
名・承印あり

337 7-16 記 1 明治4年 1871「一 百卅七円八十四銭 四年四月十八
日勘定預り」とあり

338 7-17 記 1 「一 弐円九銭二月廿二日迄着引」と
あり

339 7-18 諸上納金判取帳 石戸谷弥三蔵 藤代村収入役佐藤菊
■

1 明治28年11月26
日

1895 藤代村収入役印あり

340 7-19 新聞広告書肆名附書名記 石戸谷弥三蔵 1 明治19年5月15日 1886 裏表紙に「青森県弘前石戸谷弥三蔵
東奥逸民匪名」とあり

341 7-20 （断簡） 1 「一 畑三百六畝六歩」とあり
342 7-21 覚 1 未6月6日

安政6年カ
1859「一、六拾匁手形分」

343 7-22 覚 御蔵町渡人泉屋佐五兵
衛

米屋吉郎衛門 1 天明4年6月17日 1784 勝手不如意のため永代証文
泉屋佐五兵衛の署名・承印あり
米屋吉郎衛門は署名のみ
萢中村助十の反別書、萢中村七九郎
とあり

344 7-23 雇差免候事 中津軽郡役所 租税係雇石戸谷孫衛 1 明治15年2月8日 1882
345 7-24 中津軽郡学務委員当撰認定書 青森県庁 石戸谷孫衛 1 明治13年2月21日 1880
346 7-25 （石戸谷孫衛へ木杯下賜） 県令代理県警部長小倉

信竹
亡孫衛長男石戸谷弥
三蔵

1 明治17年1月12日 1884 県令は福島九成
※孫衛が父、弥三蔵が子(明治元年
(1868)生まれ)

347 7-26 断簡 1 (内容不明)
348 7-27 村用係被申付候事 会所 石戸谷平助 1 明治8年5月28日 1875 第三大区五小区石渡村村用係
349 7-28 覚 弘前藩カ 澤田正宅 1 天保9年9月 1838 包紙「天保九戊戌年由緒之覚 九

月 澤田章禄」
町医沢田正宅に3人扶持が下し置か
れた内容

350 7-29 卒業証書 亀甲小学校 石戸谷弥三蔵 1 明治14年1月28日 1881 尋常小学校第5級(12年(歳)11月)
351 7-30 総地答写 1 「陸奥国中津軽郡萢中村字岩井八拾六

番 同郡弘前浜ノ町持主中谷熊太郎」
とあり

352 7-31 記 1 「一 金拾壱円 七十六銭壱厘」とあり
353 7-32 借用申米之事 石渡村吉右衛門 萢中村孫左衛門 1 文化10年12月 1813 裏書「石渡村吉右衛門」「礼銭御収納

米不納」
354 7-33 （書簡） 安谷 茂上 1 2月8日 「御蔵へ相納申度候」
355 7-34　　　　

cf.管理
番号№
5-4

御用状写シ 藤田小三郎 1 亥ノ3月23日
文久3年カ

1863「相坂直之進諸郷役滞有之候」
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番号 管理
番号 標題 差出・制作 受取人 数

量 成立 西暦 備考

356 7-35 （田畑方書き上げによる地租
の額）

1 「一 畑弐畝七分 石戸谷平助 収穫米
六升八合 地価金壱円六拾四銭弐
厘 地租四銭九厘」とあり

357 7-36 （写し） 1 「第五 天帝ト可知不可知ノ関係明カ
ナラザルコト」とあり

358 7-37 （写し） 1 「搗米渡世人付て十五区六郡搗米渡世
人三十余名国立銀行ノ現数」

359 7-38 （写し） 1 「経済調査」
360 7-39 （写し） 1 「郵税低減ノ利益」
361 7-40 副戸長辞令 弘前支庁 萢中村石戸谷小次郎 1 (明治5年)壬申6月 1872 津軽郡第廿三区副戸長
362 7-41 租税掛雇申付 中津軽郡役所 石戸谷孫衛 1 明治14年11月17日 1881 月給金5円
363 7-42 学業抜群ニ付賞与 亀甲小学校 石戸谷弥三蔵 1 明治14年1月8日 1881
364 7-43 中津軽郡町村連合会議員当撰

辞令
青森県中津軽郡町村連
合会委員戸長

石戸谷孫衛 1 明治15年7月8日 1882

365 7-44 （罹災窮民救助で褒置候） 青森県 石戸谷平助 1 明治13年8月 1880 弘前町火事で人夫4人差出に対して
の褒状

366 7-45 藤代組戸長附属辞令 藤代組萢中村石戸谷
小次郎

1 明治5年3月20日 1872

367 7-46 （県立弘前病院新築費寄附ニ
付褒置候）

青森県庁 石戸谷孫衛 1 明治14年1月31日 1881

368 7-47 町村連合会議員当撰辞令 委員戸長 石戸谷孫衛 1 明治13年6月22日 1880
369 7-48 （断簡） 石戸谷孫衛 1 四等巡査申付候事
370 7-49 （帳面） 1 明治20年9月 1887「迷界の情夫 匪石 智嚢 社会学」と

あり
371 7-50 （帳面） 1 明治20年9月 1887「社会学」とあり
372 7-51 （帳面） 石戸谷弥三蔵 1 明治21年5月10日 1888「智嚢 萢中村壱番地 非石 石戸谷弥

三蔵」とあり
373 7-52 （家屋平面図） 石戸谷儀兵衛 1 石戸谷儀兵衛の印もあり
374 7-53 文政　御家中記録　乾 1 「津軽様御家中 一 千五百石 津軽直

記」
375 7-54 （布達） 県令山田秀典 1 明治14年3月28日 1881「稲虫駆除規則別冊ノ通改訂候條」と

あり
376 7-55 租税論 石戸谷弥三蔵 1 明治22年1月 1889
377 7-56 明治六年十二年十六年十八年

内国重要物品市価
1 明治6～18年 1872～

1885
378 7-57 美培農場株主憲法 1 罫紙 菊池九郎外８名ノ連印ヲ以東奥

義塾ノ為メ北海道庁ヨリ云々
379 7-58 （写し） 1 第二節「デカーツ」氏
380 7-59 （写し） 1 「驕奢税」
381 7-60 (写し） 1 「価値論 ケリー氏ノ現生産入費説」
382 7-61 （写し） 1 「第五篇直税分頭税」
383 7-62 有限責任陸奥土木会社定款 1 明治23年7月28日 1890
384 7-63 大日本帝国憲法 1 裏表紙「仙境乃情人 非石居士」
385 7-64 金貨志 1 英国田制沿革 ドリトルマクジメアシス
386 7-65 （断簡） 1 「御収米」
387 7-66 （写し） 1 孝徳天皇詔勅集
388 7-67 覚 1 「長瀬苗代上田四畝弐拾歩」
389 7-68　

cf.管理
番号№
5-3

覚 萢中村百姓孫左衛門 庄屋末吉 1 午年10月18日
明治3年カ

1870 裏書に「男分地願之義 覚 萢中村百
姓 孫左衛門」とあり 
弘前官所支配石渡村庄屋末吉→大庄
屋御中 弟源蔵(田方２町５反)・二男
豊吉(２町５反)・養弟寅吉(２町)へ
分割贈与願い

　この目録は、弘前市教育委員会文化財課の小石川透が作成したものである。［研究ノート］を執筆するため、管理番号順に記載した。また、備考では田
畑の所有権の移動、その承認を行った関係者の人名をできるだけ追記した。■は判読不能の文字である。


